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平
成
八
年
一
二
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三
日
民
事
第
一
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判
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、
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（
ワ
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確
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ム
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二
三
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七
七
頁
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山
　
田
　
創

債
務

一

〔
事
実
〕

　
被
告
Y
司
法
書
士
会
は
、
司
法
書
士
法
一
四
条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ
る
。
Y
は
、
平
成
七
年
二
月
二
五
日
開
催
の

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
左
記
の
決
議
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
（
一
）
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
阪
神
大
震
災
救
援
司
法
書
士
対
策

　
　
　
本
部
に
「
復
興
支
援
拠
出
金
」
三
〇
〇
〇
万
円
を
拠
出
す
る
。

　
　
（
二
）
右
拠
出
金
の
た
め
「
復
興
支
援
特
別
会
計
」
を
設
置
す
る
。
共
済
特
別
会
計
か
ら
復
興
支
援
特
別
会
計
へ
の
貸
出
を
行

　
　
　
い
、
こ
の
貸
付
金
を
も
っ
て
拠
出
金
を
支
出
す
る
。
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公
益
法
人
の
目
的
の
範
囲

〔
前
橋
地
裁
平
成
八
年
二
一
月
三
日
民
事
第
一
部
判
決
、
平
成
七
(
ワ
)
第
二
六
八
号
、
債
務

不
存
在
確
認
請
求
事
件
、
認
容
・
控
訴
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
二
三
号
二
七
七
頁
〕

山

倉リ

田

事
実

被
告
Y
司
法
書
士
会
は
、
司
法
書
士
法
一
四
条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ
る
。

Y
は
、
平
成
七
年
二
月
二
五
日
開
催
の

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
左
記
の
決
議
を
行
っ
た
。

コU-一=ロ

(
二
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
阪
神
大
震
災
救
援
司
法
書
士
対
策

本
部
に
「
復
興
支
援
拠
出
金
」
三

0
0
0万
円
を
拠
出
す
る
。

(
二
)
右
拠
出
金
の
た
め
「
復
興
支
援
特
別
会
計
」
を
設
置
す
る
。
共
済
特
別
会
計
か
ら
復
興
支
援
特
別
会
計
へ
の
貸
出
を
行

い
、
こ
の
貸
付
金
を
も
っ
て
拠
出
金
を
支
出
す
る
。



　
　
（
三
）
復
興
支
援
特
別
会
計
は
共
済
特
別
会
計
か
ら
の
借
入
金
の
ほ
か
に
次
の
各
号
を
も
っ
て
収
入
と
し
、
期
間
三
年
で
共
済
特

　
　
　
別
会
計
へ
の
償
還
を
行
う
。

　
　
　
（
1
）
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
。
た
だ
し
、
役
員
手
当
の
減
額
、
事
業
の
縮
小
を
含
め
た
見
直
し
、
旅
費
日
当
規
定
の
見
直

　
　
　
　
　
　
し
等
に
よ
り
生
じ
る
余
剰
金
を
繰
り
入
れ
る
。

　
　
　
（
2
）
登
記
申
請
事
件
一
件
に
つ
き
五
〇
円
の
復
興
支
援
特
別
負
担
金
（
復
興
支
援
証
紙
）
徴
収
に
よ
る
収
入
。

　
　
　
な
お
、
右
各
号
と
も
共
済
特
別
会
計
へ
の
償
還
が
完
了
す
る
ま
で
の
措
置
と
し
、
償
還
完
了
後
は
旧
に
復
す
る
も
の
と
す
る
。

　
そ
こ
で
、
Y
の
会
員
た
る
司
法
書
士
で
あ
る
原
告
X
ら
は
、
右
決
議
は
内
容
的
に
も
手
続
的
に
も
違
法
で
あ
り
無
効
で
あ
る
か
ら
、

会
員
に
は
登
記
申
請
事
件
一
件
当
た
り
五
〇
円
の
支
払
義
務
が
な
い
と
し
て
、
右
決
議
に
基
づ
く
債
務
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
た
。
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〔
判
旨
〕

　
本
判
決
は
、
X
ら
の
Y
に
対
す
る
右
決
議
に
基
づ
く
登
記
申
請
事
件
一
件
当
た
り
金
五
〇
円
の
支
払
義
務
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

と
し
て
、
X
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。
す
な
わ
ち
、

（
a
）

「
司
法
書
士
会
は
、
司
法
書
士
の
品
位
を
保
持
し
、
そ
の
業
務
の
改
善
進
歩
を
図
る
た
め
、
会
員
の
指
導
及
び
連
絡
に
関
す
る

事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
し
て
、
法
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
司
法
書
士
に
そ
の
設
立
を
義
務
付
け
、
そ
の
結
果
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
会
則
の
定
立
等
に
は
法
務
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
る
等
、
法
務
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
団
体
で
あ

る
。
ま
た
、
司
法
書
士
会
は
、
強
制
加
入
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
会
員
に
は
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
。
」

(
三
)
復
興
支
援
特
別
会
計
は
共
済
特
別
会
計
か
ら
の
借
入
金
の
ほ
か
に
次
の
各
号
を
も
っ
て
収
入
と
し
、
期
間
三
年
で
共
済
特

別
会
計
へ
の
償
還
を
行
う
。

(
1
)
 
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
。
た
だ
し
、
役
員
手
当
の
減
額
、
事
業
の
縮
小
を
含
め
た
見
直
し
、
旅
費
日
当
規
定
の
見
直

し
等
に
よ
り
生
じ
る
余
剰
金
を
繰
り
入
れ
る
。

(
2
)
登
記
申
請
事
件
一
件
に
つ
き
五

O
円
の
復
興
支
援
特
別
負
担
金
(
復
興
支
援
証
紙
)
徴
収
に
よ
る
収
入
。

な
お
、
右
各
号
と
も
共
済
特
別
会
計
へ
の
償
還
が
完
了
す
る
ま
で
の
措
置
と
し
、
償
還
完
了
後
は
旧
に
復
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
こ
で
、

Y
の
会
員
た
る
司
法
書
士
で
あ
る
原
告
X
ら
は
、
右
決
議
は
内
容
的
に
も
手
続
的
に
も
違
法
で
あ
り
無
効
で
あ
る
か
ら
、

会
員
に
は
登
記
申
請
事
件
一
件
当
た
り
五

O
円
の
支
払
義
務
が
な
い
と
し
て
、
右
決
議
に
基
づ
く
債
務
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
た
。

〔
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旨
)
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本
判
決
は
、

X
ら
の

Y
に
対
す
る
右
決
議
に
基
づ
く
登
記
申
請
事
件
一
件
当
た
り
金
五

O
円
の
支
払
義
務
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

と
し
て
、

X
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。
す
な
わ
ち
、

(a)
「
司
法
書
士
会
は
、
司
法
書
士
の
品
位
を
保
持
し
、

そ
の
業
務
の
改
善
進
歩
を
図
る
た
め
、
会
員
の
指
導
及
び
連
絡
に
関
す
る

事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
し
て
、
法
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
司
法
書
士
に
そ
の
設
立
を
義
務
付
け
、
そ
の
結
果
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、

そ
の
会
則
の
定
立
等
に
は
法
務
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
る
等
、
法
務
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
団
体
で
あ
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る
。
ま
た
、
司
法
書
士
会
は
、
強
制
加
入
団
体
で
あ
っ
て
、

そ
の
会
員
に
は
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
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（
b
）

（
c
）

（
d
）

（
e
）

「
司
法
書
士
会
は
、
会
社
と
は
そ
の
法
的
性
格
を
明
ら
か
に
異
に
す
る
法
人
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

を
会
社
の
よ
う
な
広
範
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
法
の
要
請
す
る
公
的
な
目
的
の
達
成
を
阻
害
し
て
法
の
趣
旨
を
没
却
す
る

結
果
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
し
、
さ
ら
に
、
司
法
書
士
会
が
、
「
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
に
実
質
的

に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
目
的
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
会
員
の

思
想
・
信
条
の
自
由
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

「
司
法
書
士
会
は
、
法
人
と
し
て
、
法
及
び
会
則
所
定
の
方
式
に
よ
る
多
数
決
原
理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
基
づ

い
て
活
動
し
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
は
、
こ
れ
に
従
い
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
一
つ
と
し
て
会
則
に
従
っ
て
司
法

書
士
会
の
経
済
的
基
礎
を
成
す
会
費
等
を
納
入
す
る
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
法
が
司
法
書
士
会
を
強
制
加
入
の
法
人
と
し
て

い
る
以
上
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
に
は
、
様
々
な
思
想
・
信
条
及
び
主
義
・
主
張
を
有
す
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
当
然

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
司
法
書
士
会
が
右
の
方
式
に
よ
り
決
定
し
た
意
思
に
基
づ
い
て
す
る
活
動
に
も
、
そ
の

た
め
に
会
員
に
要
請
さ
れ
る
協
力
義
務
に
も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
」

「
本
件
の
よ
う
に
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
拠
出
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
来
、
そ
の
よ
う
な
者
を
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
送
る
か
否
か
、
仮
に
送
る
と
し
て
も
司
法
書
士

会
を
通
じ
て
送
る
か
否
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
い
か
な
る
金
額
を
送
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
各
人
が
自
己
の
良
心
に

基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
」

「
公
的
性
格
を
有
す
る
司
法
書
士
会
が
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員

に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
司
法
書
士
会
が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
は
法
の
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(
b
)
「
司
法
書
士
会
は
、
会
社
と
は
そ
の
法
的
性
格
を
明
ら
か
に
異
に
す
る
法
人
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

を
会
社
の
よ
う
な
広
範
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
法
の
要
請
す
る
公
的
な
目
的
の
達
成
を
阻
害
し
て
法
の
趣
旨
を
没
却
す
る
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結
果
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
と
し
、

さ
ら
に
、
司
法
書
士
会
が
、
「
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
に
実
質
的

に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、

そ
の
目
的
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
会
員
の

思
想
・
信
条
の
自
由
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

(
C
)

「
司
法
書
士
会
は
、
法
人
と
し
て
、
法
及
び
会
則
所
定
の
方
式
に
よ
る
多
数
決
原
理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
基
づ

い
て
活
動
し
、

そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
は
、
こ
れ
に
従
い
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、

そ
の
一
つ
と
し
て
会
則
に
従
っ
て
司
法

書
士
会
の
経
済
的
基
礎
を
成
す
会
費
等
を
納
入
す
る
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
法
が
司
法
書
士
会
を
強
制
加
入
の
法
人
と
し
て

い
る
以
上
、

そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
に
は
、
様
々
な
思
想
・
信
条
及
び
主
義
・
主
張
を
有
す
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
当
然

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
司
法
書
士
会
が
右
の
方
式
に
よ
り
決
定
し
た
意
思
に
基
づ
い
て
す
る
活
動
に
も
、
そ
の

た
め
に
会
員
に
要
請
さ
れ
る
協
力
義
務
に
も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
」

(d)
「
本
件
の
よ
う
に
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
拠
出
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
来
、
そ
の
よ
う
な
者
を
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
送
る
か
否
か
、
仮
に
送
る
と
し
て
も
司
法
書
士

会
を
通
じ
て
送
る
か
否
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
い
か
な
る
金
額
を
送
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
各
人
が
自
己
の
良
心
に

基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
己

(e)
「
公
的
性
格
を
有
す
る
司
法
書
士
会
が
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員

に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
司
法
書
士
会
が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
は
法
の



（
f
）

（
g
）

予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
金
員
を
送
付
す
る

こ
と
は
、
た
と
い
そ
れ
が
倫
理
的
、
人
道
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
一
四
条
二
項
所
定
の
司
法
書
士
会

の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

な
お
、
Y
は
、
「
生
活
の
基
盤
の
安
定
な
く
し
て
司
法
書
士
の
品
位
の
保
持
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
阪
神
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
拠
出
金
を
送
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
拠
出
金
の
支
出
と
司
法
書
士
の
品
位
の
保

持
は
必
ず
し
も
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
」
Y
の
右
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
件
決
議
は
、
Y
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
無
効
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
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〔
評
釈
〕

　
判
旨
の
結
論
に
反
対
す
る
。
以
下
、
そ
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

一
　
寄
付
（
献
金
）
に
関
す
る
法
人
の
目
的
の
範
囲
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
例
と
し
て
、
①
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
が
そ
の
財
産

か
ら
行
う
政
治
献
金
が
問
題
と
な
っ
た
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
（
最
大
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
四
日
民
集
二
四
巻
六
号
六
二
五
頁
）
、

②
中
間
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
が
そ
の
組
合
員
か
ら
政
治
献
金
を
臨
時
組
合
費
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
国
労
広
島
地

方
本
部
事
件
（
最
判
昭
和
五
〇
年
二
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一
〇
号
一
六
九
八
頁
）
、
③
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
が
そ
の
会
員

か
ら
政
治
献
金
を
特
別
会
費
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
（
最
判
平
成
八
年
三
月
一
九

日
民
集
五
〇
巻
三
号
六
一
五
頁
）
が
あ
る
。

　
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
会
社
は
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
権
利
能
力
を
有
す
る
が
、
会
社
が
そ

予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
金
員
を
送
付
す
る

こ
と
は
、
た
と
い
そ
れ
が
倫
理
的
、
人
道
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
一
四
条
二
項
所
定
の
司
法
書
士
会

の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ

(f)
な
お
、

Y
は
、
「
生
活
の
基
盤
の
安
定
な
く
し
て
司
法
書
士
の
品
位
の
保
持
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
阪
神
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
拠
出
金
を
送
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
拠
出
金
の
支
出
と
司
法
書
士
の
品
位
の
保

持
は
必
ず
し
も
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
」

Y
の
右
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(g)
本
件
決
議
は
、

Y
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
無
効
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。

(
評
釈
)

判
旨
の
結
論
に
反
対
す
る
。
以
下
、
そ
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。
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寄
付
(
献
金
)

に
関
す
る
法
人
の
目
的
の
範
囲
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
例
と
し
て
、
①
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
が
そ
の
財
産

か
ら
行
う
政
治
献
金
が
問
題
と
な
っ
た
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
(
最
大
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
四
日
民
集
二
四
巻
六
号
六
二
五
頁
)
、

②
中
間
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
が
そ
の
組
合
員
か
ら
政
治
献
金
を
臨
時
組
合
費
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
国
労
広
島
地

方
本
部
事
件
(
最
判
昭
和
五

O
年
一
一
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一

O
号
一
六
九
八
頁
)
、
③
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
が
そ
の
会
員

か
ら
政
治
献
金
を
特
別
会
費
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
(
最
判
平
成
八
年
三
月
一
九
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自
民
集
五

O
巻
三
号
六
一
五
頁
)
が
あ
る
。

八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
会
社
は
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
権
利
能
力
を
有
す
る
が
、
会
社
が
そ
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の
社
会
的
役
割
を
果
た
す
た
め
に
相
当
な
程
度
の
寄
付
を
す
る
こ
と
も
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
会
社
が
政
党
の

健
全
な
発
展
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
実
在
と
し
て
の
当
然
の
行
為
と
し
て
会
社
に
対
し
て
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政

党
に
対
す
る
政
治
資
金
の
寄
付
と
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力

と
で
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
し
、
「
会
社
の
構
成
員
が
政
治
的
信
条
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
会
社
に
よ
る
政
治

資
金
の
寄
附
が
、
特
定
の
構
成
員
の
利
益
を
図
り
ま
た
そ
の
政
治
的
志
向
を
満
足
さ
せ
る
た
め
で
な
く
、
社
会
の
一
構
成
単
位
た
る
立

場
に
あ
る
会
社
に
対
し
期
待
な
い
し
要
請
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
会
社
に
そ
の
よ
う
な
政
治
資
金
の

寄
附
を
す
る
能
力
が
な
い
と
は
い
え
な
い
」
か
ら
、
「
会
社
に
よ
る
政
治
資
金
の
寄
附
は
、
客
観
的
、
抽
象
的
に
観
察
し
て
、
会
社
の

社
会
的
役
割
を
果
た
す
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
会
社
の
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で

あ
る
と
す
る
に
妨
げ
な
い
。
」
と
す
る
。

　
国
労
広
島
地
方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
労
働
条
件
の

維
持
改
善
そ
の
他
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
っ
て
」
、
組
合
員
の
「
協
力
義
務
も
当
然
に
右

目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
団
体
活
動
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
」
と
し
、
労
働
組
合
の
活
動
に
「
格
別
の
立
法
上
の
規
制
が
加
え
ら
れ
て

い
な
い
場
合
で
も
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
組
合
活
動
の
内
容
・
性
質
、
こ
れ
に
つ
い
て
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る
協
力
の
内

容
・
程
度
・
態
様
等
を
比
較
考
量
し
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
組
合
活
動
の
実
効
性
と
組
合
員
個
人
の
基
本
的
利
益
の
調
和
と
い
う
観

点
か
ら
、
組
合
の
統
制
力
と
そ
の
反
面
と
し
て
の
組
合
員
の
協
力
義
務
の
範
囲
に
合
理
的
な
限
定
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

と
す
る
。
そ
し
て
、
「
労
働
組
合
が
労
働
者
の
生
活
利
益
の
擁
護
と
向
上
の
た
め
に
、
経
済
的
活
動
の
ほ
か
に
政
治
的
活
動
を
も
行
う

こ
と
は
、
今
日
の
よ
う
に
経
済
的
活
動
と
政
治
的
活
動
と
の
問
に
密
接
な
い
し
表
裏
の
関
係
の
あ
る
時
代
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
ま
で
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れ
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で
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り
、
政
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党
に
対
す
る
政
治
資
金
の
寄
付
と
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力

と
で
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
し
、
「
会
社
の
構
成
員
が
政
治
的
信
条
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
会
社
に
よ
る
政
治

資
金
の
寄
附
が
、
特
定
の
構
成
員
の
利
益
を
図
り
ま
た
そ
の
政
治
的
志
向
を
満
足
さ
せ
る
た
め
で
な
く
、
社
会
の
一
構
成
単
位
た
る
立

場
に
あ
る
会
社
に
対
し
期
待
な
い
し
要
請
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
会
社
に
そ
の
よ
う
な
政
治
資
金
の

寄
附
を
す
る
能
力
が
な
い
と
は
い
え
な
い
」
か
ら
、
「
会
社
に
よ
る
政
治
資
金
の
寄
附
は
、
客
観
的
、
抽
象
的
に
観
察
し
て
、
会
社
の

社
会
的
役
割
を
果
た
す
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
会
社
の
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で

あ
る
と
す
る
に
妨
げ
な
い
。
」
と
す
る
。

国
労
広
島
地
方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
労
働
条
件
の

維
持
改
善
そ
の
他
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
っ
て
」
、
組
合
員
の
「
協
力
義
務
も
当
然
に
右

目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
団
体
活
動
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
」
と
し
、
労
働
組
合
の
活
動
に
「
格
別
の
立
法
上
の
規
制
が
加
え
ら
れ
て

い
な
い
場
合
で
も
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
組
合
活
動
の
内
容
・
性
質
、
こ
れ
に
つ
い
て
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る
協
力
の
内

容
・
程
度
・
態
様
等
を
比
較
考
量
し
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
組
合
活
動
の
実
効
性
と
組
合
員
個
人
の
基
本
的
利
益
の
調
和
と
い
う
観

点
か
ら
、
組
合
の
統
制
力
と
そ
の
反
面
と
し
て
の
組
合
員
の
協
力
義
務
の
範
囲
に
合
理
的
な
限
定
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

と
す
る
。
そ
し
て
、
「
労
働
組
合
が
労
働
者
の
生
活
利
益
の
擁
護
と
向
上
の
た
め
に
、
経
済
的
活
動
の
ほ
か
に
政
治
的
活
動
を
も
行
う

こ
と
は
、
今
日
の
よ
う
に
経
済
的
活
動
と
政
治
的
活
動
と
の
間
に
密
接
な
い
し
表
裏
の
関
係
の
あ
る
時
代
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
ま
で
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必
然
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
組
合
の
目
的
と
関
係
の
な
い
行
為
と
し
て
そ
の
活
動
領
域
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
、
実
際
的
で
な
く
、
ま
た

当
を
得
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
組
合
が
か
か
る
政
治
的
活
動
を
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
の
費
用
を
組
合
基
金
の
う

ち
か
ら
支
出
す
る
こ
と
自
体
は
、
法
的
に
は
許
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
政
治
的
活
動
は
一
定
の

政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
政
治
的
活
動
の
基
礎
に
あ
る
政
治
的
思
想
、
見

解
、
判
断
等
は
、
必
ず
し
も
個
々
の
組
合
員
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
も
と
も
と
団
体
構
成
員
の
多
数
決
に
従
っ
て

政
治
的
行
動
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
結
成
さ
れ
た
政
治
団
体
と
は
異
な
る
労
働
組
合
と
し
て
は
、
そ
の
多
数
決
に
よ
る
政
治
的
活
動

に
対
し
て
こ
れ
と
異
な
る
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
を
も
つ
個
々
の
組
合
員
の
協
力
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ

れ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
義
務
を
一
般
的
に
認
め
る
こ
と
は
、
組
合
員
の
個
人
と
し
て
の
政
治
的
自
由
、
特
に
自
己
の

意
に
反
し
て
一
定
の
政
治
的
態
度
や
行
動
を
と
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
政
治
意
識

昂
揚
「
資
金
は
、
総
選
挙
に
際
し
特
定
の
立
候
補
者
支
援
の
た
め
に
そ
の
所
属
政
党
に
寄
付
す
る
資
金
で
あ
る
が
、
政
党
や
選
挙
に
よ

る
議
員
の
活
動
は
、
各
種
の
政
治
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
労
働
者
の
生
活
利
益
と
は
関
係
の
な
い
広
範
な
領
域
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
は
、
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
し
て
、
組
ム
目
貝
各
人

が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
な
い
し
は
感
情
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
労
働
組
合
が
組
織
と
し
て
支
持
政
党
又
は
い
わ
ゆ
る
統
一
候
補
を
決
定
し
、
そ
の
選
挙
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
自
体
は
自
由

で
あ
る
が
…
…
、
組
合
員
に
対
し
て
こ
れ
へ
の
協
力
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
費
用
の
負
担
に
つ

い
て
も
同
様
に
解
す
べ
き
」
で
あ
る
と
し
て
、
政
治
意
識
昂
揚
資
金
に
つ
い
て
の
臨
時
組
合
費
の
納
入
義
務
を
否
定
し
た
。

　
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
が
政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
金
員
の
寄
付
を

必
然
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
組
合
の
目
的
と
関
係
の
な
い
行
為
と
し
て
そ
の
活
動
領
域
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
、
実
際
的
で
な
く
、

ま
た

当
を
得
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
組
合
が
か
か
る
政
治
的
活
動
を
し
、
あ
る
い
は
、

そ
の
た
め
の
費
用
を
組
合
基
金
の
う

ち
か
ら
支
出
す
る
こ
と
自
体
は
、
法
的
に
は
許
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
政
治
的
活
動
は
一
定
の

政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
政
治
的
活
動
の
基
礎
に
あ
る
政
治
的
思
想
、
見

解
、
判
断
等
は
、
必
ず
し
も
個
々
の
組
合
員
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
も
と
も
と
団
体
構
成
員
の
多
数
決
に
従
っ
て

政
治
的
行
動
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
結
成
さ
れ
た
政
治
団
体
と
は
異
な
る
労
働
組
合
と
し
て
は
、

そ
の
多
数
決
に
よ
る
政
治
的
活
動

に
対
し
て
こ
れ
と
異
な
る
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
を
も
っ
個
々
の
組
合
員
の
協
力
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ

れ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
義
務
を
一
般
的
に
認
め
る
こ
と
は
、
組
合
員
の
個
人
と
し
て
の
政
治
的
自
由
、
特
に
自
己
の

意
に
反
し
て
一
定
の
政
治
的
態
度
や
行
動
を
と
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
よ
政
治
意
識

昂
揚
「
資
金
は
、
総
選
挙
に
際
し
特
定
の
立
候
補
者
支
援
の
た
め
に
そ
の
所
属
政
党
に
寄
付
す
る
資
金
で
あ
る
が
、
政
党
や
選
挙
に
よ

公益法人の目的の範囲

る
議
員
の
活
動
は
、
各
種
の
政
治
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
労
働
者
の
生
活
利
益
と
は
関
係
の
な
い
広
範
な
領
域
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
は
、
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
し
て
、
組
合
員
各
人

が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
な
い
し
は
感
情
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
労
働
組
合
が
組
織
と
し
て
支
持
政
党
又
は
い
わ
ゆ
る
統
一
候
補
を
決
定
し
、

そ
の
選
挙
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
自
体
は
自
由

で
あ
る
が
:
:
:
、
組
合
員
に
対
し
て
こ
れ
へ
の
協
力
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
費
用
の
負
担
に
つ
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い
て
も
同
様
に
解
す
べ
き
」
で
あ
る
と
し
て
、
政
治
意
識
昂
揚
資
金
に
つ
い
て
の
臨
時
組
合
費
の
納
入
義
務
を
否
定
し
た
。

南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
が
政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
金
員
の
寄
付
を
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す
る
こ
と
は
、
た
と
い
税
理
士
に
係
る
法
令
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
政
治
的
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
税
理
士
法

で
定
め
ら
れ
た
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
り
、
こ
う
し
た
寄
付
を
す
る
た
め
に
会
員
か
ら
特
別
会
費
を
徴
収
す
る
旨
の

決
議
は
無
効
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
税
理
士
会
は
、
税
理
士
の
使
命
及
び
職
責
に
か
ん
が
み
、
税
理
士
の
義
務
の
遵

守
及
び
税
理
士
業
務
の
改
善
進
歩
に
資
す
る
た
め
、
会
員
の
指
導
、
連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
」
と
い
う
公
的
な
目
的
を

有
し
、
し
か
も
、
「
法
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
税
理
士
に
そ
の
設
立
を
義
務
付
け
、
そ
の
結
果
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
決
議
や
役
員

の
行
為
が
法
令
や
会
則
に
反
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
大
蔵
大
臣
の
」
監
督
に
服
す
る
法
人
で
あ
り
、
ま
た
、
「
強
制
加
入

団
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
会
員
に
は
、
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
」
団
体
で
あ
る
か
ら
、
会
社
と
は
そ
の
法
的
性

格
を
異
に
し
て
お
り
、
目
的
の
範
囲
を
会
社
の
よ
う
に
広
範
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
法
の
要
請
す
る
公
的
な
目
的
の
達
成
を
阻
害

し
て
法
の
趣
旨
を
没
却
す
る
結
果
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
税
理
士
会
は
、
法
人
と
し
て
、
法
及
び
会
則
所
定
の
方
式
に
よ
る
多
数
決

原
理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
基
づ
い
て
活
動
し
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
は
、
こ
れ
に
従
い
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、

そ
の
一
つ
と
し
て
会
則
に
従
っ
て
税
理
士
会
の
経
済
的
基
礎
を
成
す
会
費
を
納
入
す
る
義
務
を
負
う
」
が
、
強
制
加
入
の
法
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
と
の
関
係
で
、
「
会
員
に
要
請
さ
れ
る
協
力
義
務
に
も
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
」
「
特

に
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も

の
と
し
て
、
会
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る

と
い
う
べ
き
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
は
、
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
の
推
進
、
特
定
の
公
職
の
候

補
者
の
推
薦
等
の
た
め
、
金
員
の
寄
付
を
含
む
広
範
囲
な
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
た
政
治
団
体
で
あ
り
…
…
、
こ

れ
ら
の
団
体
に
金
員
の
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
に
密
接
に
つ
な
が
る
問
題
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を
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す
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も
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で
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を
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決
議
は
無
効
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
税
理
士
会
は
、
税
理
士
の
使
命
及
び
職
責
に
か
ん
が
み
、
税
理
士
の
義
務
の
遵

守
及
び
税
理
士
業
務
の
改
善
進
歩
に
資
す
る
た
め
、
会
員
の
指
導
、
連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
」
と
い
う
公
的
な
目
的
を

有
し
、
し
か
も
、
「
法
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
税
理
士
に
そ
の
設
立
を
義
務
付
け
、
そ
の
結
果
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
決
議
や
役
員

の
行
為
が
法
令
や
会
則
に
反
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
大
蔵
大
臣
の
」
監
督
に
服
す
る
法
人
で
あ
り
、
ま
た
、
「
強
制
加
入

団
体
で
あ
っ
て
、

そ
の
会
員
に
は
、
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
」
団
体
で
あ
る
か
ら
、
会
社
と
は
そ
の
法
的
性

格
を
異
に
し
て
お
り
、
目
的
の
範
囲
を
会
社
の
よ
う
に
広
範
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
法
の
要
請
す
る
公
的
な
目
的
の
達
成
を
阻
害

し
て
法
の
趣
旨
を
没
却
す
る
結
果
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
税
理
士
会
は
、
法
人
と
し
て
、
法
及
び
会
則
所
定
の
方
式
に
よ
る
多
数
決

原
理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
基
づ
い
て
活
動
し
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
は
、
こ
れ
に
従
い
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、

そ
の
一
つ
と
し
て
会
則
に
従
っ
て
税
理
士
会
の
経
済
的
基
礎
を
成
す
会
費
を
納
入
す
る
義
務
を
負
う
」
が
、
強
制
加
入
の
法
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
と
の
関
係
で
、
「
会
員
に
要
請
さ
れ
る
協
力
義
務
に
も
、

お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
」
「
特

に
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も

の
と
し
て
、
会
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る

と
い
う
べ
き
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
は
、
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
の
推
進
、
特
定
の
公
職
の
候

補
者
の
推
薦
等
の
た
め
、
金
員
の
寄
付
を
含
む
広
範
囲
な
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
た
政
治
団
体
で
あ
り
:
:
:
、
こ

れ
ら
の
団
体
に
金
員
の
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
に
密
接
に
つ
な
が
る
問
題
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だ
か
ら
で
あ
る
。
」
も
っ
と
も
、
法
は
、
「
税
理
士
会
が
、
税
務
行
政
や
税
理
士
の
制
度
等
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る
官
公
署
に
建
議
し
、

又
は
そ
の
諮
問
に
答
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
へ
の
金
員
の
寄
付
を
権
限
の
あ
る
官

公
署
に
対
す
る
建
議
や
答
申
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
こ
う
し
て
、
公
的
な
性
格
を
有
す
る
税
理
士
会
が
、
政
党
な
ど
政
治

資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
を
、
「
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員
に
そ
の
協

力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
」
、
「
税
理
士
会
が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
法
の
全
く
予
定
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
」
っ
て
、
「
た
と
い
税
理
士
に
係
る
法
令
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
要
求
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
…
…
税

理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
判
例
は
、
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
目
的
の
範
囲
を
広
く
解
し
、
政
党
に
対
す
る
政
治
資
金

の
寄
付
は
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
と
で
区
別
す
べ
き
理

由
は
な
い
と
し
て
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
と
し
、
労
働
組
合
の
政
治
献
金
の
場
合
に
も
、
労
働
組
合
が
政
治
的
活
動
を
し
、
「
そ
の
た

め
の
費
用
を
組
合
基
金
の
う
ち
か
ら
支
出
す
る
こ
と
自
体
は
、
法
的
に
は
許
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
目
的
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
（
佐
藤
繁
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
〇
年
度
五
六
事
件
評
釈
〈
法
曹

会
、
昭
五
四
〉
）
。
し
か
し
、
労
働
組
合
に
お
い
て
、
特
定
の
公
職
選
挙
立
候
補
者
の
選
挙
運
動
の
支
援
資
金
を
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き

個
別
に
強
制
徴
収
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
場
合
に
は
目
的
の
範
囲
を
狭
く

解
し
、
政
治
献
金
に
つ
い
て
、
税
理
士
会
が
、
公
的
な
目
的
を
有
し
、
大
蔵
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
法
人
で
あ
り
、
し
か
も
強
制
加
入

の
団
体
で
あ
っ
て
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
も
そ
も
法

人
の
目
的
の
範
囲
外
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
法
人
の
目
的
に
関
す
る
「
判
例
法
理
は
、
法
人
の
種
類
（
営
利
・
公
益
・

だ
か
ら
で
あ
る
よ
も
っ
と
も
、
法
は
、
「
税
理
士
会
が
、
税
務
行
政
や
税
理
士
の
制
度
等
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る
官
公
署
に
建
議
し
、

又
は
そ
の
諮
問
に
答
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
へ
の
金
員
の
寄
付
を
権
限
の
あ
る
宮

公
署
に
対
す
る
建
議
や
答
申
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
こ
う
し
て
、
公
的
な
性
格
を
有
す
る
税
理
士
会
が
、
政
党
な
ど
政
治

資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
を
、
「
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員
に
そ
の
協

力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
」
、
「
税
理
士
会
が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
法
の
全
く
予
定
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
」

っ
て
、
「
た
と
い
税
理
士
に
係
る
法
令
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
要
求
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
:
:
:
税

理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
判
例
は
、
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
目
的
の
範
囲
を
広
く
解
し
、
政
党
に
対
す
る
政
治
資
金

の
寄
付
は
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
と
で
区
別
す
べ
き
理

由
は
な
い
と
し
て
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
と
し
、
労
働
組
合
の
政
治
献
金
の
場
合
に
も
、
労
働
組
合
が
政
治
的
活
動
を
し
、
「
そ
の
た

公益法人の目的の範囲

め
の
費
用
を
組
合
基
金
の
う
ち
か
ら
支
出
す
る
こ
と
自
体
は
、
法
的
に
は
許
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
目
的
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る

(
佐
藤
繁
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五

0
年
度
五
六
事
件
評
釈
〈
法
曹

会
、
昭
五
四
〉
)
。
し
か
し
、
労
働
組
合
に
お
い
て
、
特
定
の
公
職
選
挙
立
候
補
者
の
選
挙
運
動
の
支
援
資
金
を
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き

個
別
に
強
制
徴
収
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
場
合
に
は
目
的
の
範
囲
を
狭
く

解
し
、
政
治
献
金
に
つ
い
て
、
税
理
士
会
が
、
公
的
な
目
的
を
有
し
、
大
蔵
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
法
人
で
あ
り
、

し
か
も
強
制
加
入
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の
団
体
で
あ
っ
て
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の
場
合
と
異
な
り
、

そ
も
そ
も
法

人
の
目
的
の
範
囲
外
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
法
人
の
目
的
に
関
す
る
「
判
例
法
理
は
、
法
人
の
種
類
(
営
利
・
公
益
・
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中
問
）
に
応
じ
て
、
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
を
は
か
る
た
め
の
技
術
的
手
段
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
法
人
の
種
類
に
応
じ
て
、
法
人

の
構
成
員
の
利
益
と
第
三
者
の
利
益
を
適
当
に
調
整
す
る
た
め
の
『
一
般
条
項
』
的
な
も
の
と
し
て
、
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
来
た
と
い

え
る
」
の
で
あ
る
（
柳
川
俊
一
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
五
年
度
（
下
）
八
八
事
件
評
釈
く
法
曹
会
、
昭
四
六
V
）
。
そ

し
て
、
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
（
憲
法
一
九
条
）
は
民
法
の
一
般
条
項
を
媒
介
と
し
て
私
人
間
に
間
接
に
適
用
さ
れ
る
が
（
最

大
判
昭
和
四
八
年
一
二
月
一
二
日
民
集
二
七
巻
一
一
号
一
五
三
六
頁
）
、
こ
う
し
た
憲
法
の
間
接
適
用
の
媒
介
と
な
る
一
般
条
項
の
役

割
を
、
民
法
四
三
条
の
法
人
の
「
目
的
ノ
範
囲
」
は
果
た
す
と
い
え
る
（
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
一
〇
二
頁
く
平

八
V
）
。

二
　
本
件
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
司
法
書
士
会
が
、
阪
神
大
震
災
に
被
災
し
た
兵
庫
県
の
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
に
復
興
支
援
拠
出

金
を
送
金
す
る
た
め
、
会
員
か
ら
登
記
申
請
事
件
一
件
に
つ
き
五
〇
円
の
復
興
支
援
特
別
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
法
人
の
目
的
の

範
囲
内
と
い
え
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
公
益
法
人
が
そ
の
会
員
か
ら
献
金
を
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
と
い

う
点
で
、
前
掲
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
事
案
と
共
通
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
判
決
は
、
南
九
州
税
理
士

会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
依
拠
し
、
「
公
的
性
格
を
有
す
る
司
法
書
士
会
が
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て

団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員
に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
あ
り
、
司
法
書
士
会
が
そ
の
よ
う

な
活
動
を
す
る
こ
と
は
法
の
予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会

に
金
員
を
送
付
す
る
こ
と
は
、
た
と
い
そ
れ
が
倫
理
的
、
人
道
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
一
四
条
二
項
所
定
の

司
法
書
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事

中
間
)

に
応
じ
て
、
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
を
は
か
る
た
め
の
技
術
的
手
段
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
法
人
の
種
類
に
応
じ
て
、
法
人

180 

の
構
成
員
の
利
益
と
第
三
者
の
利
益
を
適
当
に
調
整
す
る
た
め
の
『
一
般
条
項
』
的
な
も
の
と
し
て
、
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
来
た
と
い

判例研究

え
る
」
の
で
あ
る
(
柳
川
俊
一
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
五
年
度
(
下
)

八
八
事
件
評
釈
〈
法
曹
会
、
昭
四
六
〉
)
。
そ

し
て
、
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
(
憲
法
一
九
条
)
は
民
法
の
一
般
条
項
を
媒
介
と
し
て
私
人
間
に
間
接
に
適
用
さ
れ
る
が

最

大
判
昭
和
四
八
年
一
二
月
一
二
日
民
集
二
七
巻
一
一
号
一
五
三
六
頁
)
、
こ
う
し
た
憲
法
の
間
接
適
用
の
媒
介
と
な
る
一
般
条
項
の
役

割
を
、
民
法
四
三
条
の
法
人
の
「
目
的
ノ
範
囲
」
は
果
た
す
と
い
え
る
(
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一

O
九
九
号
一

O
二
頁
〈
平

八〉)。
本
件
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
司
法
書
士
会
が
、
阪
神
大
震
災
に
被
災
し
た
兵
庫
県
の
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
に
復
興
支
援
拠
出

金
を
送
金
す
る
た
め
、
会
員
か
ら
登
記
申
請
事
件
一
件
に
つ
き
五

O
円
の
復
興
支
援
特
別
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
法
人
の
目
的
の

範
囲
内
と
い
え
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
公
益
法
人
が
そ
の
会
員
か
ら
献
金
を
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
と
い

う
点
で
、
前
掲
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
事
案
と
共
通
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
判
決
は
、
南
九
州
税
理
士

会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
依
拠
し
、
「
公
的
性
格
を
有
す
る
司
法
書
士
会
が
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て

団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員
に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
あ
り
、
司
法
書
士
会
が
そ
の
よ
う

な
活
動
を
す
る
こ
と
は
法
の
予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会

に
金
員
を
送
付
す
る
こ
と
は
、
た
と
い
そ
れ
が
倫
理
的
、
人
道
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
一
四
条
二
項
所
定
の

司
法
書
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事



件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
を
、
公
益
法
人
の
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
の
事
例
に
ま
で
拡
張
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
金
員
を
送
付
す
る
こ
と
は
、
…
…
法
一
四
条
二
項
所
定
の
司

法
書
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
会
員
か
ら
特
別
負
担
金
を

徴
収
せ
ず
、
司
法
書
士
会
の
財
産
か
ら
寄
附
す
る
場
合
も
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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三
　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
判
決
が
依
拠
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
妥
当
性
が
問
題
と
な
る
。

e
　
学
説
で
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
見
解
は
、
通
説
を
形
成
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
以
下
の
見
解
が
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
森
英
樹
「
判
批
」
法
教
七
〇
号
一
〇
六
頁
（
昭
六
一
）

②
江
橋
崇
「
判
批
」
法
セ
三
八
○
号
コ
四
頁
（
昭
六
一
）

　
　
も
っ
と
も
、
江
橋
教
授
は
、
「
法
案
作
成
に
手
心
を
加
え
て
も
ら
う
趣
旨
の
、
業
界
に
よ
る
政
治
家
買
収
に
近
い
汚
職
す
れ
す
れ

　
の
政
治
献
金
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
厳
し
く
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
規
制
す
る
た
め
に
、
集
会
開
催
や
宣
伝
物
の
作

　
成
な
ど
の
正
当
な
政
治
活
動
に
要
す
る
費
用
の
支
出
、
さ
ら
に
は
、
大
会
で
の
決
議
な
ど
会
の
政
治
的
意
見
表
明
ま
で
も
禁
止
し
よ

　
う
と
い
う
の
は
、
角
を
矯
め
ん
と
欲
し
て
牛
を
殺
す
の
類
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

③
田
村
和
之
「
判
批
」
判
評
三
三
二
号
二
三
頁
以
下
（
昭
六
一
）

④
野
坂
泰
司
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
八
八
七
号
一
三
頁
以
下
（
昭
和
六
一
年
度
重
要
判
例
解
説
、
昭
六
二
）

⑤
芦
部
信
喜
「
法
人
の
人
権
ー
人
権
の
享
有
主
体
（
4
）
」
法
教
一
〇
七
号
七
六
頁
（
平
元
）

件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
を
、
公
益
法
人
の
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
の
事
例
に
ま
で
拡
張
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
司
法
書
士
会
が
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会
に
金
員
を
送
付
す
る
こ
と
は
、
:
:
:
法
一
四
条
二
項
所
定
の
司

法
書
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
会
員
か
ら
特
別
負
担
金
を

徴
収
せ
ず
、
司
法
書
士
会
の
財
産
か
ら
寄
附
す
る
場
合
も
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
判
決
が
依
拠
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
妥
当
性
が
問
題
と
な
る
。

付

学
説
で
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
見
解
は
、
通
説
を
形
成
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

4

で
あ
ろ
う
。
以
下
の
見
解
が
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
森
英
樹
「
判
批
」
法
教
七

O
号
一

O
六
頁
(
昭
六
二

②
江
橋
崇
「
判
批
」
法
セ
三
八

O
号
一
一
四
頁
(
昭
六
二

公益法人の目的の範囲

も
っ
と
も
、
江
橋
教
授
は
、
「
法
案
作
成
に
手
心
を
加
え
て
も
ら
う
趣
旨
の
、
業
界
に
よ
る
政
治
家
買
収
に
近
い
汚
職
す
れ
す
れ

の
政
治
献
金
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
厳
し
く
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
規
制
す
る
た
め
に
、
集
会
開
催
や
宣
伝
物
の
作

成
な
ど
の
正
当
な
政
治
活
動
に
要
す
る
費
用
の
支
出
、

さ
ら
に
は
、
大
会
で
の
決
議
な
ど
会
の
政
治
的
意
見
表
明
ま
で
も
禁
止
し
ょ

う
と
い
う
の
は
、
角
を
矯
め
ん
と
欲
し
て
牛
を
殺
す
の
類
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

③
田
村
和
之
「
判
批
」
判
評
三
三
二
号
二
三
頁
以
下
(
昭
六
ご
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④
野
坂
泰
司
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
八
八
七
号
二
ニ
頁
以
下
(
昭
和
六
一
年
度
重
要
判
例
解
説
、
昭
六
二
)

⑤
芦
部
信
喜
「
法
人
の
人
権
l

人
権
の
享
有
主
体

(
4
)
」
法
教
一

O
七
号
七
六
頁
(
平
元
)
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⑥
前
田
達
明
「
法
人
の
権
利
能
力
・
行
為
能
力
・
不
法
行
為
能
力
（
2
）
」
法
教
コ
○
号
七
六
頁
（
平
元
）

　
　
前
田
教
授
は
、
「
非
営
利
法
人
特
に
公
益
法
人
（
民
法
上
の
法
人
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
益
的
性
格
か
ら
し
て
許
可
主
義
（
あ

　
る
い
は
認
可
主
義
）
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
厳
し
い
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
」
、
厳

　
格
に
「
目
的
ノ
範
囲
」
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
非
営
利
法
人
の
場
合
は
『
附
帯
事
業
』
の
内
に
政
治
献
金
は
含
ま
れ
な

　
い
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。

⑦
松
沢
智
「
判
批
」
シ
ュ
ト
三
六
八
号
二
頁
以
下
（
平
四
）

　
　
松
沢
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
高
裁
判
決
（
福
岡
高
判
平
成
四
年
四
月
二
四
日
判
時
一
四
二
一
号
三
頁
）
に

　
賛
成
し
、
＠
税
理
士
会
が
、
税
理
士
業
務
の
改
善
、
進
歩
を
図
り
、
納
税
者
の
た
め
の
民
主
的
税
理
士
制
度
及
び
租
税
制
度
の
確
立

　
を
目
指
し
、
法
の
制
定
や
改
正
に
関
し
、
関
係
団
体
や
関
係
組
織
に
働
き
か
け
る
な
ど
の
活
動
を
推
進
す
る
団
体
に
寄
付
を
行
う
こ

　
と
は
、
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
こ
と
、
㈲
本
件
寄
付
の
決
議
は
、
特
別
会
費
を
も
っ
て
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
を

　
通
じ
て
特
定
政
党
、
特
定
政
治
家
へ
政
治
献
金
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
◎
南
九
州
各

　
県
税
理
士
政
治
連
盟
が
特
定
の
政
治
家
の
後
援
会
等
に
寄
付
を
す
る
と
、
付
随
的
に
そ
の
政
治
家
の
一
般
的
な
政
治
的
立
場
な
い
し

　
主
義
、
主
張
を
も
支
援
す
る
活
動
を
し
た
と
い
う
結
果
を
生
じ
る
が
、
そ
の
関
係
は
う
え
ん
か
つ
希
薄
で
あ
る
か
ら
、
会
員
の
政
治

　
的
思
想
、
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
な
ど
と
し
た
結
論
を
支
持
し
て
い
る
。
確
か
に
、
高
裁
判
決
が
事
実
認
定

　
と
し
て
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
の
政
治
団
体
性
を
否
定
し
、
特
別
会
費
を
政
治
献
金
と
と
ら
え
ず
一
般
運
動
資
金
と
す
る

　
点
は
、
疑
問
で
あ
る
が
（
一
種
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
論
理
を
貫
徹
す
る
な
ら
税
理
士

　
会
が
行
う
政
治
献
金
が
目
的
の
範
囲
外
と
さ
れ
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
あ
り
得
な
く
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
）
、
高
裁
判
決
と
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⑥
前
田
達
明
「
法
人
の
権
利
能
力
・
行
為
能
力
・
不
法
行
為
能
力

(
2
)
」
法
教
一
一

O
号
七
六
頁
(
平
元
)

前
回
教
授
は
、
「
非
営
利
法
人
特
に
公
益
法
人
(
民
法
上
の
法
人
)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
益
的
性
格
か
ら
し
て
許
可
主
義
(
あ

判例研究

る
い
は
認
可
主
義
)
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
厳
し
い
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
」
、
厳

格
に
「
目
的
ノ
範
囲
」
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
非
営
利
法
人
の
場
合
は
『
附
帯
事
業
』
の
内
に
政
治
献
金
は
含
ま
れ
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。

⑦
松
沢
智
「
判
批
」
シ
ュ
ト
三
六
八
号
二
頁
以
下
(
平
四
)

松
沢
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
高
裁
判
決
(
福
岡
高
判
平
成
四
年
四
月
二
四
日
判
時
一
四
一
二
号
三
頁
)

賛
成
し
、
例
税
理
士
会
が
、
税
理
士
業
務
の
改
善
、
進
歩
を
図
り
、
納
税
者
の
た
め
の
民
主
的
税
理
士
制
度
及
び
租
税
制
度
の
確
立

を
目
指
し
、
法
の
制
定
や
改
正
に
関
し
、
関
係
団
体
や
関
係
組
織
に
働
き
か
け
る
な
ど
の
活
動
を
推
進
す
る
団
体
に
寄
付
を
行
う
こ

と
は
、
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
こ
と
、
例
本
件
寄
付
の
決
議
は
、
特
別
会
費
を
も
っ
て
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
を

通
じ
て
特
定
政
党
、
特
定
政
治
家
へ
政
治
献
金
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
付
南
九
州
各

県
税
理
士
政
治
連
盟
が
特
定
の
政
治
家
の
後
援
会
等
に
寄
付
を
す
る
と
、
付
随
的
に
そ
の
政
治
家
の
一
般
的
な
政
治
的
立
場
な
い
し

主
義
、
主
張
を
も
支
援
す
る
活
動
を
し
た
と
い
う
結
果
を
生
じ
る
が
、
そ
の
関
係
は
う
え
ん
か
っ
希
薄
で
あ
る
か
ら
、
会
員
の
政
治

的
思
想
、
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
な
ど
と
し
た
結
論
を
支
持
し
て
い
る
。
確
か
に
、
高
裁
判
決
が
事
実
認
定

と
し
て
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
の
政
治
団
体
性
を
否
定
し
、
特
別
会
費
を
政
治
献
金
と
と
ら
え
ず
一
般
運
動
資
金
と
す
る

点
は
、
疑
問
で
あ
る
が

(
一
種
の
「
マ
ネ
l
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
論
理
を
貫
徹
す
る
な
ら
税
理
士

会
が
行
う
政
治
献
金
が
目
的
の
範
囲
外
と
さ
れ
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
あ
り
得
な
く
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
)
、
高
裁
判
決
と
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い
え
ど
も
、
税
理
士
会
が
特
定
政
党
や
特
定
政
治
家
へ
直
接
に
政
治
献
金
を
行
う
場
合
に
は
、
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為

　
と
す
る
と
解
さ
れ
る
以
上
、
松
沢
教
授
も
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑧
中
富
公
一
「
税
理
士
会
の
政
治
献
金
の
合
法
性
と
会
員
の
思
想
信
条
の
自
由
」
法
セ
四
五
六
号
＝
一
二
頁
（
平
四
）

⑨
今
関
源
成
「
判
批
」
法
教
一
五
〇
号
別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト
　
糖
』
一
三
頁
（
平
五
）

⑩
戸
波
江
二
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
〇
二
四
号
九
頁
（
平
成
四
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
五
）

　
　
も
っ
と
も
、
戸
波
教
授
は
、
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
内
か
ど
う
か
の
基
準
を
、
政
党
や
特
定
政
治
家
の
後
援
会
へ
の
政
治
資
金

　
の
寄
付
の
よ
う
に
「
特
定
の
政
党
や
政
治
的
主
義
と
結
び
つ
い
て
、
団
体
の
中
立
性
を
損
な
わ
せ
る
行
為
」
は
、
目
的
の
範
囲
外
で

　
あ
る
が
、
「
税
理
士
法
改
正
に
つ
い
て
関
係
団
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
自
体
は
目
的
の
範
囲
内
に
あ
る
」
と
解
し
、
南
九
州
税
理
士

　
会
政
治
献
金
事
件
の
高
裁
判
決
を
一
般
論
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
「
法
人
の
権
利
能
力
や
構
成
員
の
思
想
の
観
点
か

　
ら
政
治
資
金
の
統
制
を
図
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。

⑪
西
鳥
羽
和
明
「
判
批
」
判
評
四
三
二
号
五
一
頁
以
下
（
平
七
）

⑫
中
島
茂
樹
「
判
批
」
法
教
一
九
二
号
九
七
頁
（
平
八
）

⑬
金
子
昇
平
「
政
治
献
金
目
的
の
税
理
士
会
費
訴
訟
上
告
審
判
決
－
最
高
裁
第
三
小
法
廷
平
成
8
年
3
月
1
9
日
判
決
ー
」
ひ
ろ
ば
四
九

　
巻
一
〇
号
七
四
頁
（
平
八
）

⑭
大
野
秀
夫
「
判
批
」
森
泉
章
著
『
公
益
法
人
判
例
研
究
』
八
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
平
八
）

⑮
木
下
智
史
「
判
批
」
法
教
一
九
八
号
別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト
　
％
』
一
一
頁
（
平
九
）

⑯
森
泉
章
「
判
批
」
判
評
四
五
七
号
三
六
頁
（
平
九
）

い
え
ど
も
、
税
理
士
会
が
特
定
政
党
や
特
定
政
治
家
へ
直
接
に
政
治
献
金
を
行
う
場
合
に
は
、
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為

と
す
る
と
解
さ
れ
る
以
上
、
松
沢
教
授
も
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

③
中
富
公
一

「
税
理
士
会
の
政
治
献
金
の
合
法
性
と
会
員
の
思
想
信
条
の
自
由
」
法
セ
四
五
六
号
二
ニ
一
頁
(
平
四
)

⑨
今
関
源
成
「
判
批
」
法
教
一
五

O
号
別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト

'92 

一
三
頁
(
平
五
)

⑩
戸
波
江
二
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一

O
二
四
号
九
頁
(
平
成
四
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
五
)

も
っ
と
も
、
戸
波
教
授
は
、
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
内
か
ど
う
か
の
基
準
を
、
政
党
や
特
定
政
治
家
の
後
援
会
へ
の
政
治
資
金

の
寄
付
の
よ
う
に
「
特
定
の
政
党
や
政
治
的
主
義
と
結
び
つ
い
て
、
団
体
の
中
立
性
を
損
な
わ
せ
る
行
為
」
は
、
目
的
の
範
囲
外
で

あ
る
が
、
「
税
理
士
法
改
正
に
つ
い
て
関
係
団
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
自
体
は
目
的
の
範
囲
内
に
あ
る
」
と
解
し
、
南
九
州
税
理
士

会
政
治
献
金
事
件
の
高
裁
判
決
を
一
般
論
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
「
法
人
の
権
利
能
力
や
構
成
員
の
思
想
の
観
点
か

ら
政
治
資
金
の
統
制
を
図
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。

公益法人の目的の範囲

⑪
西
鳥
羽
和
明
「
判
批
」
判
評
四
三
二
号
五
一
頁
以
下
(
平
七
)

⑫
中
島
茂
樹
「
判
批
」
法
教
一
九
二
号
九
七
頁
(
平
八
)

⑬
金
子
昇
平
「
政
治
献
金
目
的
の
税
理
士
会
費
訴
訟
上
告
審
判
決
ー
最
高
裁
第
三
小
法
廷
平
成
8
年
3
月
日
日
判
決
i
」
ひ
ろ
ば
四
九

巻
一

O
号
七
四
夏
(
平
八
)

⑭
大
野
秀
夫
「
判
批
」
森
泉
章
著
『
公
益
法
人
判
例
研
究
』
八
二
頁
以
下
(
有
斐
閣
、
平
八
)
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⑮
木
下
智
史
「
判
批
」
法
教
一
九
八
号
別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト

'96 

二
頁
(
平
九
)

⑬
森
泉
章
「
判
批
」
判
評
四
五
七
号
三
六
頁
(
平
九
)
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⑰
北
野
弘
久
『
税
理
士
制
度
の
研
究
〔
増
補
版
〕
』
二
四
一
頁
以
下
（
税
務
経
理
協
会
、
平
九
）

　
　
北
野
教
授
は
、
「
政
治
献
金
行
為
は
憲
法
上
の
参
政
権
〔
選
挙
権
〕
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
主
権
者
に
固

　
有
の
主
権
的
権
利
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
「
ま
た
、
日
本
国
憲
法
の
意
図
す
る
議
会
制
民
主
主
義
を
実
質
的

　
に
空
洞
化
さ
せ
る
」
と
し
て
、
「
民
法
四
三
条
違
反
で
あ
り
か
つ
民
法
九
〇
条
違
反
」
と
さ
れ
る
。

⑱
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
＝
二
号
＝
二
頁
（
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
）

⑲
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
ー
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
ー
」
山
院
三
八
号
三
〇
三
頁
以
下
（
平
九
）

⑳
甲
斐
道
太
郎
「
政
治
献
金
と
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
」
リ
マ
ー
ク
ス
一
五
号
一
〇
頁
（
平
九
）

口
　
こ
れ
に
対
し
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、
目
的
の
範
囲
内
と
す
る
見
解
と
し
て

は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
橋
本
基
弘
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
活
動
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
（
上
）
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
一
巻
九
〇
頁
（
平

　
五
）
、
同
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
自
由
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
（
下
）
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
三
巻
一
二
頁
（
平
七
）

　
　
橋
本
助
教
授
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
団
体
の
人
権
を
当
該
団
体
の
目
的
の
範
囲
か
否
か
の
問
題
と
し

　
て
処
理
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
団
体
の
目
的
、
あ
る
い
は
利
益
自
体
、
き
わ
め
て
開
か
れ
た
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同

　
様
に
、
団
体
の
属
性
か
ら
当
該
団
体
の
権
利
能
力
、
行
使
で
き
る
人
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
試
み
に
も
限
界
が
あ
る
。
団
体
の
属
性

　
（
営
利
性
、
非
営
利
性
、
公
益
性
）
を
満
足
す
る
た
め
に
選
択
で
き
る
手
段
に
は
、
少
く
と
も
理
論
上
は
制
限
が
な
い
か
ら
で
あ

　
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
団
体
の
人
権
を
団
体
の
目
的
の
範
囲
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
属
性
（
営
利
性
・
非
営
利
性
・
公
益
性
）
の
問

　
題
と
し
て
理
解
す
る
従
来
の
理
論
構
成
は
団
体
の
人
権
を
め
ぐ
る
議
論
に
適
切
な
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
た
上
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⑫
北
野
弘
久
『
税
理
士
制
度
の
研
究
〔
増
補
版
〕
』
二
四
一
頁
以
下
(
税
務
経
理
協
会
、
平
九
)

北
野
教
授
は
、
「
政
治
献
金
行
為
は
憲
法
上
の
参
政
権
〔
選
挙
権
〕
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
主
権
者
に
固

判例研究

有
の
主
権
的
権
利
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
「
ま
た
、
日
本
国
憲
法
の
意
図
す
る
議
会
制
民
主
主
義
を
実
質
的

に
空
洞
化
さ
せ
る
」
と
し
て
、
「
民
法
四
三
条
違
反
で
あ
り
か
っ
民
法
九

O
条
違
反
」
と
さ
れ
る
。

⑬
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
三
号
一
三
頁
(
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
)

⑮
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
ー
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
|
」
山
院
三
八
号
三

O
三
頁
以
下
(
平
九
)

⑫
甲
斐
道
太
郎
「
政
治
献
金
と
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
」
リ
マ

l
ク
ス
一
五
号
一

O
頁
(
平
九
)

(二)

こ
れ
に
対
し
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、
目
的
の
範
囲
内
と
す
る
見
解
と
し
て

は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
橋
本
基
弘
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
活
動
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
(
上
)
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
一
巻
九

O
頁
(
平

五
)
、
同
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
自
由
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
(
下
)
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
三
巻
二
一
頁
(
平
七
)

橋
本
助
教
授
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
団
体
の
人
権
を
当
該
団
体
の
目
的
の
範
囲
か
否
か
の
問
題
と
し

て
処
理
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
団
体
の
目
的
、
あ
る
い
は
利
益
自
体
、
き
わ
め
て
関
か
れ
た
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同

様
に
、
団
体
の
属
性
か
ら
当
該
団
体
の
権
利
能
力
、
行
使
で
き
る
人
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
試
み
に
も
限
界
が
あ
る
。
団
体
の
属
性

(
営
利
性
、
非
営
利
性
、
公
益
性
)
を
満
足
す
る
た
め
に
選
択
で
き
る
手
段
に
は
、
少
く
と
も
理
論
上
は
制
限
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
団
体
の
人
権
を
団
体
の
目
的
の
範
囲
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
属
性
(
営
利
性
・
非
営
利
性
・
公
益
性
)

の
問

題
と
し
て
理
解
す
る
従
来
の
理
論
構
成
は
団
体
の
人
権
を
め
ぐ
る
議
論
に
適
切
な
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
た
上



185　公益法人の目的の範囲

　
で
、
「
団
体
の
内
部
統
制
権
（
そ
の
反
面
と
し
て
の
構
成
員
の
協
力
義
務
）
は
、
各
構
成
員
の
加
入
・
離
脱
の
自
発
的
意
思
（
合
意
）

　
に
由
来
し
て
い
る
」
と
み
て
、
「
こ
の
意
思
の
有
無
に
よ
っ
て
統
制
権
の
範
囲
・
程
度
が
決
定
さ
れ
る
」
と
し
、
（
ア
〉
「
『
各
人
が
国

　
民
の
一
人
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
、
自
己
の
個
人
的
か
つ
自
主
的
な
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
決
定
す
べ
き
』
事
柄
か

　
否
か
」
、
（
イ
）
「
協
力
義
務
の
強
制
は
ど
の
程
度
か
」
、
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
団
体
活
動
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
の
調

　
整
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

②
大
沢
秀
介
「
法
人
と
人
権
」
法
教
一
九
〇
号
二
九
頁
（
平
八
）

　
　
大
沢
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
、
「
第
一
に
、
判
決
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
税
理
士
会
は
ほ

　
と
ん
ど
政
治
活
動
を
行
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
二
に
、
特
定
の
政
党
で
は
な
く
、
『
税
理
士
会

　
に
許
容
さ
れ
た
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
存
立
の
本
来
的
目
的
と
す
る
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
で
あ
る
南
九
各
県
税
政
へ

　
の
金
員
の
寄
付
』
が
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
を
た
だ
ち
に
侵
害
す
る
も
の
と
い
え
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
第
三
に
、
本
件

　
決
議
が
、
税
理
士
会
の
会
則
の
定
め
る
多
数
決
制
度
に
基
づ
い
て
手
続
的
に
正
当
化
さ
れ
る
形
で
な
さ
れ
て
お
り
、
決
議
の
内
容
も

　
会
の
目
的
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
て
会
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
批
判

　
さ
れ
、
こ
う
し
た
政
治
献
金
が
政
治
腐
敗
や
政
治
的
信
条
の
強
制
を
引
き
起
こ
す
こ
と
の
是
正
が
「
政
治
資
金
規
正
法
の
強
化
な
ど

　
の
法
的
規
制
な
ど
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
『
法
人
の
権
利
能
力
や
構
成
員
の
思
想
の
観
点
か
ら
政
治
資
金
の
統
制
』
が
図
ら
れ
よ

　
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
妥
当
性
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

③
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
】
〇
三
頁
（
平
八
）

　
　
西
原
助
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
、
「
対
外
的
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
ー
そ
の
最
大
の
も
の
が
、

で
、
「
団
体
の
内
部
統
制
権
(
そ
の
反
面
と
し
て
の
構
成
員
の
協
力
義
務
)

は
、
各
構
成
員
の
加
入
・
離
脱
の
自
発
的
意
思
(
合
意
)

に
由
来
し
て
い
る
」
と
み
て
、
「
こ
の
意
思
の
有
無
に
よ
っ
て
統
制
権
の
範
囲
・
程
度
が
決
定
さ
れ
る
」
と
し
、
(
ア
)
「
「
各
人
が
国

民
の
一
人
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
、
自
己
の
個
人
的
か
つ
自
主
的
な
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
決
定
す
べ
き
』
事
柄
か

否
か
」
、
(
イ
)
「
協
力
義
務
の
強
制
は
ど
の
程
度
か
」
、
と
い
う
こ
つ
の
視
点
か
ら
団
体
活
動
と
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
の
調

整
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

②
大
沢
秀
介
「
法
人
と
人
権
」
法
教
一
九

O
号
二
九
頁
(
平
八
)

大
沢
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
、
「
第
一
に
、
判
決
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
税
理
士
会
は
ほ

と
ん
ど
政
治
活
動
を
行
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
二
に
、
特
定
の
政
党
で
は
な
く
、
『
税
理
士
会

に
許
容
さ
れ
た
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
存
立
の
本
来
的
目
的
と
す
る
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
で
あ
る
南
九
各
県
税
政
へ

の
金
員
の
寄
付
』
が
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
を
た
だ
ち
に
侵
害
す
る
も
の
と
い
え
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
第
三
に
、
本
件

公益法人の目的の範囲

決
議
が
、
税
理
士
会
の
会
則
の
定
め
る
多
数
決
制
度
に
基
づ
い
て
手
続
的
に
正
当
化
さ
れ
る
形
で
な
さ
れ
て
お
り
、
決
議
の
内
容
も

会
の
目
的
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
て
会
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
批
判

さ
れ
、
こ
う
し
た
政
治
献
金
が
政
治
腐
敗
や
政
治
的
信
条
の
強
制
を
引
き
起
こ
す
こ
と
の
是
正
が
「
政
治
資
金
規
正
法
の
強
化
な
ど

の
法
的
規
制
な
ど
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
『
法
人
の
権
利
能
力
や
構
成
員
の
思
想
の
観
点
か
ら
政
治
資
金
の
統
制
』
が
図
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
妥
当
性
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
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③
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一

O
九
九
号
一

O
三
頁
(
平
八
)

西
原
助
教
授
は
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
、
「
対
外
的
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
ー
そ
の
最
大
の
も
の
が
、
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法
人
と
し
て
の
大
規
模
な
資
金
投
入
に
よ
る
民
主
的
意
思
形
成
過
程
の
歪
み
ー
を
考
慮
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
能
力
を
否

　
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
こ
と
に
、
公
益
法
人
の
執
行
部
に
対
す
る
戒
め
以
外
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
、
必
ず
し
も

　
明
ら
か
で
は
な
い
。
主
観
的
権
利
を
侵
害
す
る
た
め
に
客
観
法
的
に
違
憲
と
い
う
に
等
し
い
論
理
は
、
一
見
人
権
保
障
に
手
厚
い
よ

　
う
に
見
え
る
が
、
構
成
員
の
『
自
己
の
意
に
反
し
て
一
定
の
政
治
的
態
度
や
行
動
を
と
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
』
と
し
て
の

　
思
想
の
自
由
を
確
保
す
る
上
で
は
、
他
に
あ
ま
り
に
多
く
の
衡
量
要
素
が
取
り
込
ま
れ
る
民
法
四
三
条
論
は
、
あ
ま
り
安
定
的
な
手

　
法
で
は
な
い
。
」
と
批
判
さ
れ
、
「
企
業
・
団
体
献
金
の
問
題
1
そ
し
て
突
き
詰
め
れ
ば
、
金
で
政
治
を
動
か
し
て
私
的
利
益
を
図
ろ

　
う
と
す
る
こ
と
に
絡
む
政
治
腐
敗
の
問
題
1
は
、
民
法
の
解
釈
を
通
じ
て
一
義
的
な
結
論
に
至
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ

　
と
に
な
る
。
」
と
し
て
、
「
国
民
個
人
の
参
政
権
の
実
効
化
と
い
う
観
点
を
実
現
す
る
た
め
の
立
法
的
策
定
」
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る

　
と
す
る
。

◎
　
し
か
し
、
橋
本
説
に
つ
い
て
は
、
任
意
加
入
団
体
か
強
制
加
入
団
体
で
あ
る
か
に
よ
り
、
内
部
統
制
権
の
範
囲
・
程
度
を
異
に
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
な
る
と
任
意
加
入
の
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
の
場
合
に
安
易
に
株
主
に
協
力
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、

政
治
団
体
で
な
い
株
式
会
社
に
お
い
て
政
治
献
金
に
反
対
な
ら
株
主
で
あ
る
こ
と
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
論
理
を
も
ち
こ
む
危
険
が

あ
る
と
い
う
点
で
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
批
判
に
関
す
る
大
沢
説
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
右
判
決
は
、
最
判
平
成
五
年
五
月
二
七
日
判
時
一
四
九
〇
号
八
三
頁
の
三
好
補
足
意
見
と
異
な
り
、
慎
重
に
も
、
税
理
士
会
が

政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
と
説

示
し
、
税
理
士
会
の
そ
の
他
の
政
治
活
動
に
は
触
れ
て
い
な
い
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
（
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
ー
政
治
献
金

は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
ー
」
山
院
三
八
号
三
一
二
頁
〈
平
九
〉
）
、
税
理
士
会
が
政
治
献
金
以
外
の
政
治
活
動
を
行
え
な
い
と
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法
人
と
し
て
の
大
規
模
な
資
金
投
入
に
よ
る
民
主
的
意
思
形
成
過
程
の
歪
み
ー
を
考
慮
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
能
力
を
否

定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
こ
と
に
、
公
益
法
人
の
執
行
部
に
対
す
る
戒
め
以
外
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
、
必
ず
し
も

判例研究

明
ら
か
で
は
な
い
。
主
観
的
権
利
を
侵
害
す
る
た
め
に
客
観
法
的
に
違
憲
と
い
う
に
等
し
い
論
理
は
、

一
見
人
権
保
障
に
手
厚
い
よ

う
に
見
え
る
が
、
構
成
員
の
『
自
己
の
意
に
反
し
て
一
定
の
政
治
的
態
度
や
行
動
を
と
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
』
と
し
て
の

思
想
の
自
由
を
確
保
す
る
上
で
は
、
他
に
あ
ま
り
に
多
く
の
衡
量
要
素
が
取
り
込
ま
れ
る
民
法
四
三
条
論
は
、
あ
ま
り
安
定
的
な
手

法
で
は
な
い
。
」
と
批
判
さ
れ
、
「
企
業
・
団
体
献
金
の
問
題
ー
そ
し
て
突
き
詰
め
れ
ば
、
金
で
政
治
を
動
か
し
て
私
的
利
益
を
図
ろ

う
と
す
る
こ
と
に
絡
む
政
治
腐
敗
の
問
題
ー
は
、
民
法
の
解
釈
を
通
じ
て
一
義
的
な
結
論
に
至
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
な
る
よ
と
し
て
、
「
国
民
個
人
の
参
政
権
の
実
効
化
と
い
う
観
点
を
実
現
す
る
た
め
の
立
法
的
策
定
」
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。

(三)

し
か
し
、
橋
本
説
に
つ
い
て
は
、
任
意
加
入
団
体
か
強
制
加
入
団
体
で
あ
る
か
に
よ
り
、
内
部
統
制
権
の
範
囲
・
程
度
を
異
に
す

る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
う
な
る
と
任
意
加
入
の
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
の
場
合
に
安
易
に
株
主
に
協
力
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、

政
治
団
体
で
な
い
株
式
会
社
に
お
い
て
政
治
献
金
に
反
対
な
ら
株
主
で
あ
る
こ
と
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
論
理
を
も
ち
こ
む
危
険
が

あ
る
と
い
う
点
で
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
批
判
に
関
す
る
大
沢
説
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
右
判
決
は
、
最
判
平
成
五
年
五
月
二
七
日
判
時
一
四
九

O
号
八
三
頁
の
三
好
補
足
意
見
と
異
な
り
、
慎
重
に
も
、
税
理
士
会
が

政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
と
説

示
し
、
税
理
士
会
の
そ
の
他
の
政
治
活
動
に
は
触
れ
て
い
な
い
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
(
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
l

政
治
献
金

は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
|
」
山
院
三
八
号
三
一
二
頁
〈
平
九
〉
)
、
税
理
士
会
が
政
治
献
金
以
外
の
政
治
活
動
を
行
え
な
い
と
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は
し
て
い
な
い
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
が
、
一
種
の
「
マ
ネ

ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
れ
ば
、
投
票
し
た
く
な
い
政
党
に
物
的
援
助
を
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
る
結
果
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
（
一
票
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
反
対
政
党
に
人
的
・
物
的
に
協
力
さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
も

含
む
）
を
侵
害
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
多
数
決
の
濫

用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
手
続
き
が
多
数
決
に
よ
っ
て
正
当
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
り
、

南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
は
、
一
種
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
で
あ
っ
て
、
事
実
上
特
定
政
党
に

し
か
金
員
が
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
認
識
す
べ
き
で
、
会
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第

四
に
、
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
や
投
票
の
自
由
と
い
っ
た
人
権
が
、
憲
法
の
問
接
適
用
の
結
果
、
民
法
の
法
人
の
目
的
の
範
囲

と
い
う
一
般
条
項
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
も
つ
な
ら
ば
、
政
治
資
金
規
正
法
と
い
う
立
法
政
策
に
委
ね
る
べ
き
問
題
で
な

く
、
立
法
権
の
限
界
な
い
し
立
法
を
も
っ
て
し
て
も
許
容
で
き
な
い
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
原
説
も
、
右
の
第
四
点
が
看
過
さ
れ
て
お
り
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
税
理

士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
多
数
の
支
持
を
受
け
る
に
至
っ
て
は
い
な
い
。

　
従
っ
て
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の

結
論
の
妥
当
性
は
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
　
次
に
、
本
判
決
が
依
拠
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制

加
入
団
体
で
あ
る
公
益
法
人
の
目
的
の
範
囲
に
関
し
、
政
治
献
金
の
場
合
が
目
的
の
範
囲
外
と
な
る
こ
と
か
ら
災
害
救
援
資
金
の
寄
付

は
し
て
い
な
い
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
が
、

一
種
の
「
マ
ネ

ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
れ
ば
、
投
票
し
た
く
な
い
政
党
に
物
的
援
助
を
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
る
結
果
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
(
一
票
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
反
対
政
党
に
人
的
・
物
的
に
協
力
さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
も

含
む
)
を
侵
害
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
多
数
決
の
濫

用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
手
続
き
が
多
数
決
に
よ
っ
て
正
当
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
り
、

南
九
州
各
県
税
理
士
政
治
連
盟
に
対
す
る
金
員
の
寄
付
は
、

一
種
の
「
マ
ネ
l
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
で
あ
っ
て
、
事
実
上
特
定
政
党
に

し
か
金
員
が
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
認
識
す
べ
き
で
、
会
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
第

四
に
、
構
成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
や
投
票
の
自
由
と
い
っ
た
人
権
が
、
憲
法
の
間
接
適
用
の
結
果
、
民
法
の
法
人
の
目
的
の
範
囲

と
い
う
一
般
条
項
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
も
つ
な
ら
ば
、
政
治
資
金
規
正
法
と
い
う
立
法
政
策
に
委
ね
る
べ
き
問
題
で
な

く
、
立
法
権
の
限
界
な
い
し
立
法
を
も
っ
て
し
て
も
許
容
で
き
な
い
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
原
説
も
、
右
の
第
四
点
が
看
過
さ
れ
て
お
り
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
税
理

公益法人の目的の範囲

士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
多
数
の
支
持
を
受
け
る
に
至
つ
て
は
い
な
い
。

従
っ
て
、
公
益
法
人
で
あ
る
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の

結
論
の
妥
当
性
は
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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四

次
に
、
本
判
決
が
依
拠
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制

加
入
団
体
で
あ
る
公
益
法
人
の
目
的
の
範
囲
に
関
し
、
政
治
献
金
の
場
合
が
目
的
の
範
囲
外
と
な
る
こ
と
か
ら
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
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の
場
合
に
も
目
的
の
範
囲
外
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
間
題
と
な
る
。

　
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
が
「
特
に
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の

寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も
の
と
し
て
、
会
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治

的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
政
治

献
金
の
自
由
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
会
員
の
「
投
票
の
自
由
」
（
一
票
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
反
対
政
党
に
人
的
・
物
的
に
協
力
さ

せ
ら
れ
な
い
自
由
も
含
む
）
も
侵
害
し
、
ひ
い
て
は
会
員
の
政
治
的
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
て
、
税
理
士
会
の
政
治

献
金
を
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
他
方
、
本
判
決
は
、
司
法
書
士
会
の
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
、
「
各
人
が
自
己
の

良
心
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
場
合

も
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
て
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
し
か
も
、
司
法
書
士
会
が
、
公
的

な
目
的
を
有
し
、
法
務
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
会
員
に
は
実
質
的
に
脱
退
の
自
由
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
が
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
に
つ
い
て
の
「
寄
付
の
自
由
」
を
有
し
な
い
と
解
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
公
益
法
人
が
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
や
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
を

す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
、
公
益
法
人
が
自
然
人
と
等
し
く
、
国
家
、
地
方
公
共
団
体
、
地
域
社
会
そ
の
他
の
構
成
単
位
た
る
社
会

的
実
在
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
、
そ
れ
と
し
て
の
社
会
的
作
用
を
負
担
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
妥
当
で
な
い
と
い
え

よ
う
（
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
営
利
法
人
の
政
治
献
金
に
関
す
る
判
断
部
分
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
災
害
救

援
資
金
の
寄
付
や
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
に
関
す
る
判
断
部
分
は
正
当
と
考
え
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の
場
合
に
も
目
的
の
範
囲
外
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
が
「
特
に
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の

判例研究

寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も
の
と
し
て
、
会
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治

的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
政
治

献
金
の
自
由
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
会
員
の
「
投
票
の
自
由
」
(
一
票
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
反
対
政
党
に
人
的
・
物
的
に
協
力
さ

せ
ら
れ
な
い
自
由
も
含
む
)
も
侵
害
し
、

ひ
い
て
は
会
員
の
政
治
的
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
て
、
税
理
士
会
の
政
治

献
金
を
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
他
方
、
本
判
決
は
、
司
法
書
士
会
の
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
、
「
各
人
が
自
己
の

良
心
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
場
合

も
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
て
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
解
し
て
い
る
。
し
か
も
、
司
法
書
士
会
が
、
公
的

な
目
的
を
有
し
、
法
務
大
臣
の
監
督
に
服
す
る
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
会
員
に
は
実
質
的
に
脱
退
の
自
由
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
が
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
に
つ
い
て
の
「
寄
付
の
自
由
」
を
有
し
な
い
と
解
し
て

、A
'

〉
O

B
U守

w
d
F
〈し

か
し
、
公
益
法
人
が
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
や
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
を

す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
、
公
益
法
人
が
自
然
人
と
等
し
く
、
国
家
、
地
方
公
共
団
体
、
地
域
社
会
そ
の
他
の
構
成
単
位
た
る
社
会

的
実
在
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
、

そ
れ
と
し
て
の
社
会
的
作
用
を
負
担
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
妥
当
で
な
い
と
い
え

ょ
う
(
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
営
利
法
人
の
政
治
献
金
に
関
す
る
判
断
部
分
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
災
害
救

援
資
金
の
寄
付
や
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
に
関
す
る
判
断
部
分
は
正
当
と
考
え
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る
）
。
し
か
も
、
本
判
決
は
、
会
員
の
寄
付
に
関
す
る
信
条
す
な
わ
ち
「
寄
付
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
公

益
法
人
と
い
え
ど
も
災
害
救
援
資
金
の
「
寄
付
の
自
由
」
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
会
員
が
団
体
の
多
数
決
に
よ
る
意
思
決
定

に
基
づ
く
寄
付
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
ほ
ど
の
不
可
侵
性
を
、
会
員
の
「
寄
付
の
自
由
」
が
有
す
る
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
は
、
会
員
ば
か
り
で
な
く
、
法
人
も
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
も
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
人
の
意
思
決
定
（
多
数
決
原
理
に
よ
る
意
思
決
定
）
に
会
員
が
協
力
さ
せ
ら
れ
寄
付
を
強
制
さ
せ
ら
れ
る
結
果

と
な
っ
て
も
、
法
人
の
意
思
と
法
人
の
一
部
の
構
成
員
の
意
思
が
食
い
違
っ
て
い
る
以
上
、
や
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本

判
決
は
、
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
「
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
送
る
か
否
か
、
仮
に
送
る

と
し
て
も
司
法
書
士
会
を
通
じ
て
送
る
か
否
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
い
か
な
る
金
額
を
送
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
各
人
が
自

己
の
良
心
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
が
、
多
数
決
原

理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
会
員
は
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、
自
己
の
所
属
す
る
団
体
か
ら
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
は
団
体
自
治
の
問
題
と
し
て
許
容
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
「
投
票
の
自
由
」
は
、
参
政
権
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
で
あ
る
会
員
個
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

法
人
に
は
帰
属
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
を
、
税
理
士
会

は
原
則
的
に
は
有
し
な
い
の
で
あ
る
（
例
外
的
に
構
成
員
の
投
票
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
形
で
法
人
が
政
治
献
金
で
き
る
場
合
に
つ
い

て
は
後
述
）
。
そ
し
て
、
会
員
の
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
会
員
の
「
政
治
献
金
の
自
由
」
は
、
会
員
が
団
体
の
多
数

決
に
よ
る
意
思
決
定
に
基
づ
く
政
治
献
金
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
だ
け
の
不
可
侵
性
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
を
、
本
判
決
の
よ
う
に
公
益
法
人
の
災
害
救
援
資
金
の
寄

る
)
。
し
か
も
、
本
判
決
は
、
会
員
の
寄
付
に
関
す
る
信
条
す
な
わ
ち
「
寄
付
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
公

益
法
人
と
い
え
ど
も
災
害
救
援
資
金
の
「
寄
付
の
自
由
」
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
会
員
が
団
体
の
多
数
決
に
よ
る
意
思
決
定

に
基
づ
く
寄
付
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
ほ
ど
の
不
可
侵
性
を
、
会
員
の
「
寄
付
の
自
由
」
が
有
す
る
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
は
、
会
員
ば
か
り
で
な
く
、
法
人
も
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
も
あ

に
会
員
が
協
力
さ
せ
ら
れ
寄
付
を
強
制
さ
せ
ら
れ
る
結
果

る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
人
の
意
思
決
定
(
多
数
決
原
理
に
よ
る
意
思
決
定
)

と
な
っ
て
も
、
法
人
の
意
思
と
法
人
の
一
部
の
構
成
員
の
意
思
が
食
い
違
っ
て
い
る
以
上
、
や
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本

判
決
は
、
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
司
法
書
士
会
・
司
法
書
士
の
復
興
を
「
支
援
す
る
た
め
に
金
員
を
送
る
か
否
か
、
仮
に
送
る

と
し
て
も
司
法
書
士
会
を
通
じ
て
送
る
か
否
か
、

ま
た
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
い
か
な
る
金
額
を
送
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
各
人
が
自

己
の
良
心
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
が
、
多
数
決
原

理
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
団
体
の
意
思
に
会
員
は
協
力
す
る
義
務
を
負
い
、
自
己
の
所
属
す
る
団
体
か
ら
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
強
制

公益法人の目的の範囲

さ
れ
る
こ
と
は
団
体
自
治
の
問
題
と
し
て
許
容
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「
投
票
の
自
由
」
は
、
参
政
権
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
で
あ
る
会
員
個
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

法
人
に
は
帰
属
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
を
、
税
理
士
会

は
原
則
的
に
は
有
し
な
い
の
で
あ
る

(
例
外
的
に
構
成
員
の
投
票
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
形
で
法
人
が
政
治
献
金
で
き
る
場
合
に
つ
い

て
は
後
述
)
。
そ
し
て
、
会
員
の
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
会
員
の
「
政
治
献
金
の
自
由
」
は
、
会
員
が
団
体
の
多
数
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決
に
よ
る
意
思
決
定
に
基
づ
く
政
治
献
金
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
だ
け
の
不
可
侵
性
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
範
囲
を
、
本
判
決
の
よ
う
に
公
益
法
人
の
災
害
救
援
資
金
の
寄
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付
の
事
例
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

五
　
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
①
税
理

士
会
が
公
的
な
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
②
税
理
士
会
が
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
③
政
治
献
金
は
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
し
構
成
員
が
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
①
の
み

を
強
調
す
れ
ば
、
「
公
益
法
人
」
を
射
程
範
囲
と
す
る
こ
と
に
帰
結
し
、
②
の
み
を
強
調
す
れ
ば
、
「
強
制
加
入
団
体
」
を
射
程
範
囲
と

す
る
こ
と
に
帰
結
し
、
③
の
み
を
強
調
す
れ
ば
「
公
益
法
人
・
中
間
法
人
・
営
利
法
人
の
み
な
ら
ず
権
利
能
力
な
き
社
団
」
を
射
程
範

囲
と
す
る
こ
と
に
帰
結
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
③
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁

判
決
は
、
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
が
そ
の
財
産
か
ら
行
う
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
し
た
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高

裁
判
決
、
及
び
、
中
問
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
の
財
産
か
ら
行
う
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
国
労
広
島
地

方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
判
例
変
更
の
契
機
と
な
り
う
る
性
質
を
有
し
て
い
る
（
こ
う
し
た
指
摘
を
す
る
も
の
と
し
て
、
中
島
茂

樹
「
判
批
」
法
教
一
九
二
号
九
七
頁
〈
平
八
〉
、
森
泉
章
「
判
批
」
判
評
四
五
七
号
三
六
頁
く
平
九
V
、
木
下
智
史
「
税
理
士
会
に
よ
る

政
治
献
金
と
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
」
法
教
一
九
八
号
別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト
　
％
』
二
頁
〈
平
九
〉
、
北
野
弘
久
『
税

理
士
制
度
の
研
究
〔
増
補
版
〕
』
二
四
二
頁
〈
税
務
経
理
協
会
、
平
九
〉
、
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
三
号
一
三
頁
〈
平
成
八

年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
〉
、
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
ー
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
ー
」
山
院
三
八
号
三
〇

六
頁
く
平
九
V
、
甲
斐
道
太
郎
「
政
治
献
金
と
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
」
リ
マ
ー
ク
ス
一
五
号
一
〇
頁
〈
平
九
〉
）
。
と
り
わ
け
、
政

治
資
金
規
正
法
に
、
税
理
士
会
が
政
党
や
政
治
資
金
団
体
に
対
し
て
政
治
献
金
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
条
文
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
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の
事
例
に
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で
拡
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す
る
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と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
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五

南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
①
税
理

士
会
が
公
的
な
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
②
税
理
士
会
が
強
制
加
入
団
体
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
③
政
治
献
金
は
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
し
構
成
員
が
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
①
の
み

を
強
調
す
れ
ば
、
「
公
益
法
人
」
を
射
程
範
囲
と
す
る
こ
と
に
帰
結
し
、
②
の
み
を
強
調
す
れ
ば
、
「
強
制
加
入
団
体
」
を
射
程
範
囲
と

す
る
こ
と
に
帰
結
し
、
③
の
み
を
強
調
す
れ
ば
「
公
益
法
人
・
中
間
法
人
・
営
利
法
人
の
み
な
ら
ず
権
利
能
力
な
き
社
団
」
を
射
程
範

囲
と
す
る
こ
と
に
帰
結
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
③
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁

判
決
は
、
営
利
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
が
そ
の
財
産
か
ら
行
う
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
し
た
八
幡
製
鉄
政
治
献
金
事
件
の
最
高

裁
判
決
、
及
び
、
中
間
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
の
財
産
か
ら
行
う
政
治
献
金
を
目
的
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
国
労
広
島
地

方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
判
例
変
更
の
契
機
と
な
り
う
る
性
質
を
有
し
て
い
る
(
こ
う
し
た
指
摘
を
す
る
も
の
と
し
て
、
中
島
茂

樹
「
判
批
」
法
教
一
九
二
号
九
七
頁
〈
平
八
〉
、
森
泉
章
「
判
批
」
判
評
四
五
七
号
三
六
頁
〈
平
九
〉
、
木
下
智
史
「
税
理
士
会
に
よ
る

政
治
献
金
と
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
」
法
教
一
九
八
号
別
冊
付
録
「
判
例
セ
レ
ク
ト
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一
一
頁
〈
平
九
〉
、
北
野
弘
久
『
税

理
士
制
度
の
研
究
〔
増
補
版
〕
』
二
四
二
頁
〈
税
務
経
理
協
会
、
平
九
〉
、
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
三
号
二
ニ
頁
〈
平
成
八

年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
〉
、
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
l

政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
|
」
山
院
三
八
号
三

O

六
頁
〈
平
九
〉
、
甲
斐
道
太
郎
「
政
治
献
金
と
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
」
リ
マ

l
ク
ス
一
五
号
一

O
頁
〈
平
九
〉
)
。
と
り
わ
け
、
政

治
資
金
規
正
法
に
、
税
理
士
会
が
政
党
や
政
治
資
金
団
体
に
対
し
て
政
治
献
金
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
条
文
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
民
法
四
三
条
に
よ
り
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
否
定
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
営
利
法
人
や
中

問
法
人
の
政
治
献
金
へ
も
民
法
四
三
条
に
よ
る
解
決
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
大
き
く
示
唆
し
た
と
い
え
る
。
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献

金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
こ
う
し
た
方
向
で
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
に
、
公
益
法
人
が
、
自
然
人
と
等
し
く
、
国

家
、
地
方
公
共
団
体
、
地
域
社
会
そ
の
他
の
構
成
単
位
た
る
社
会
的
実
在
で
あ
り
そ
の
社
会
的
作
用
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ

る
べ
き
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
否
定
す
る
方
向
で
活
用
す
る
の
は
（
ま
し
て
本
件
で
は
自
分
た
ち
と
同
じ
司
法
書
士
会
及
び
そ
の
会

員
に
対
す
る
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
否
定
し
て
い
る
）
、
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
の
濫
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
本
件

の
論
理
を
認
め
こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
な
ら
ば
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
公
益
法
人
の
正
当
な
事
業
活
動
に
対
し
て
も
少
数
者
の
思

想
・
信
条
の
自
由
の
侵
害
を
理
由
に
目
的
の
範
囲
外
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
全
員
一
致
で
な
け
れ
ば
公
益
法
人
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
公
益
法
人
の
円
滑
な
事
業
活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。

　
私
は
、
営
利
法
入
や
中
問
法
人
や
公
益
法
人
が
政
治
献
金
や
災
害
救
援
資
金
な
ど
の
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題

を
、
法
人
の
目
的
の
「
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
の
厳
し
さ
」
や
強
制
加
入
団
体
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
る
問
題
と
す
べ
き
で
な

い
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
利
法
人
、
中
間
法
人
、
公
益
法
人
と
な
る
に
従
っ
て
、
法
人
の
目
的
が
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
厳

し
く
な
る
と
し
て
、
法
人
の
活
動
範
囲
も
制
限
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
は
、
法
人
の
活
動
範
囲
の
明
確
な
限
界
を
見
い
だ
し
得
な
い
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
公
益
法
人
で
あ
る
宗
教
法
人
が
宗
教
法
人
の
税
制
等
の
優
遇
措
置
を
主
張
す
る
特
定
政
党
に
政
治
献
金
を
行
っ
た

り
、
慈
善
活
動
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人
が
当
該
慈
善
活
動
に
関
わ
る
社
会
福
祉
立
法
の
成
立
を
主
張
す
る
特
定
政
党
に
政
治
献
金
を

行
う
場
合
を
、
公
益
性
と
い
う
基
準
か
ら
限
界
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（
橋
本
基
弘
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
活
動
と
構

成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
（
上
）
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
一
巻
八
九
頁
〈
平
五
〉
、
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
｝
○

ず
、
民
法
四
三
条
に
よ
り
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
否
定
し
た
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献
金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
営
利
法
人
や
中

間
法
人
の
政
治
献
金
へ
も
民
法
四
三
条
に
よ
る
解
決
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
大
き
く
示
唆
し
た
と
い
え
る
。
南
九
州
税
理
士
会
政
治
献

金
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
こ
う
し
た
方
向
で
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
に
、
公
益
法
人
が
、
自
然
人
と
等
し
く
、
国

家
、
地
方
公
共
団
体
、
地
域
社
会
そ
の
他
の
構
成
単
位
た
る
社
会
的
実
在
で
あ
り
そ
の
社
会
的
作
用
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ

る
べ
き
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
否
定
す
る
方
向
で
活
用
す
る
の
は
(
ま
し
て
本
件
で
は
自
分
た
ち
と
同
じ
司
法
書
士
会
及
び
そ
の
会

員
に
対
す
る
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
否
定
し
て
い
る
)
、
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
の
濫
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
本
件

の
論
理
を
認
め
こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
な
ら
ば
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
公
益
法
人
の
正
当
な
事
業
活
動
に
対
し
て
も
少
数
者
の
思

想
・
信
条
の
自
由
の
侵
害
を
理
由
に
目
的
の
範
囲
外
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
全
国
国
二
致
で
な
け
れ
ば
公
益
法
人
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
公
益
法
人
の
円
滑
な
事
業
活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。

私
は
、
営
利
法
人
や
中
間
法
人
や
公
益
法
人
が
政
治
献
金
や
災
害
救
援
資
金
な
ど
の
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題

公益法人の目的の範囲

を
、
法
人
の
目
的
の
「
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
の
厳
し
さ
」
や
強
制
加
入
団
体
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
る
問
題
と
す
べ
き
で
な

い
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
利
法
人
、
中
間
法
人
、
公
益
法
人
と
な
る
に
従
っ
て
、
法
人
の
目
的
が
法
規
上
お
よ
び
定
款
上
厳

し
く
な
る
と
し
て
、
法
人
の
活
動
範
囲
も
制
限
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
は
、
法
人
の
活
動
範
囲
の
明
確
な
限
界
を
見
い
だ
し
得
な
い
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
公
益
法
人
で
あ
る
宗
教
法
人
が
宗
教
法
人
の
税
制
等
の
優
遇
措
置
を
主
張
す
る
特
定
政
党
に
政
治
献
金
を
行
っ
た

り
、
慈
善
活
動
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人
が
当
該
慈
善
活
動
に
関
わ
る
社
会
福
祉
立
法
の
成
立
を
主
張
す
る
特
定
政
党
に
政
治
献
金
を
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行
う
場
合
を
、
公
益
性
と
い
う
基
準
か
ら
限
界
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
(
橋
本
基
弘
「
非
政
治
団
体
の
政
治
的
活
動
と
構

成
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
(
上
)
」
高
知
女
子
大
学
紀
要
四
一
巻
八
九
頁
〈
平
五
〉
、
西
原
博
史
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一

O
九
九
号
一

O
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二
頁
〈
平
八
〉
、
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
二
舌
互
三
頁
〈
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
〉
）
。
ま
た
、
強
制
加
入
団

体
で
あ
る
か
任
意
加
入
団
体
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
も
、
法
人
の
活
動
範
囲
の
明
確
な
限
界
を
見
い
だ
し
得
な
い
し
、
見
い
だ
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
任
意
加
入
の
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、
特
定
政
党
へ
の
政
治
献
金
に
反
対
な
ら
株
主
で
あ
る

こ
と
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
は
、
傾
向
企
業
な
ら
成
り
立
つ
が
、
一
般
の
企
業
は
政
治
活
動
を
目
的
と
し
て
い
な
い
以
上
、
成
り

立
た
な
い
議
論
で
あ
る
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
政
治
資
金
」
日
本
財
政
法
学
会
編
『
政
治
資
金
』
一
一
六
頁
〔
高
柳
信
一
発
言
〕
〈
学
陽

書
房
、
平
三
〉
、
蟻
川
恒
正
「
思
想
の
自
由
と
団
体
規
律
」
ジ
ュ
リ
一
〇
八
九
号
二
〇
四
頁
〈
平
八
〉
）
。

　
こ
の
問
題
は
、
む
し
ろ
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
も
奪
わ
れ
な
い
構
成
員
の
固
有
権
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
は
、
「
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
の
推
進
、
特
定
の
公
職
の
候
補
者
の
推
薦
等

の
た
め
、
金
員
の
寄
付
を
含
む
広
範
囲
な
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
た
政
治
団
体
」
で
あ
っ
て
、
「
こ
れ
ら
の
団
体

に
金
員
の
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
に
密
接
に
つ
な
が
る
問
題
」
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も

の
」
と
し
て
、
構
成
員
「
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄

で
あ
る
」
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
営
利
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
中
間
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
公
益
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う

と
、
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
構
成
員
に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
構
成
員
の
固
有
権
の
問
題
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
は
、
原
則
的
に
は
、
投
票
す
る
権
利
を
有
す
る
構
成
員
に
の
み
帰
属

す
る
の
で
あ
っ
て
法
人
に
は
帰
属
し
な
い
の
で
あ
り
（
例
外
的
に
構
成
員
の
投
票
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
形
で
法
人
が
政
治
献
金
で
き

る
場
合
に
つ
い
て
は
後
述
）
、
し
か
も
、
参
政
権
に
つ
ら
な
る
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
は
多
数
決
原
理
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二
頁
〈
平
八
〉
、
渡
辺
康
行
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
三
号
一
三
頁
〈
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
、
平
九
〉
)
。
ま
た
、
強
制
加
入
団

体
で
あ
る
か
任
意
加
入
団
体
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
も
、
法
人
の
活
動
範
囲
の
明
確
な
限
界
を
見
い
だ
し
得
な
い
し
、
見
い
だ
す
べ
き
で
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は
な
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
任
意
加
入
の
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、
特
定
政
党
へ
の
政
治
献
金
に
反
対
な
ら
株
主
で
あ
る

こ
と
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
は
、
傾
向
企
業
な
ら
成
り
立
つ
が
、

一
般
の
企
業
は
政
治
活
動
を
目
的
と
し
て
い
な
い
以
上
、
成
り

立
た
な
い
議
論
で
あ
る
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
政
治
資
金
」
日
本
財
政
法
学
会
編
『
政
治
資
金
』

一
二
ハ
頁
(
高
柳
信
一
発
言
〕
〈
学
陽

書
房
、
平
一
ニ
〉
、
蟻
川
恒
正
「
思
想
の
自
由
と
団
体
規
律
」
ジ
ュ
リ
一

O
八
九
号
二

O
四
頁
〈
平
八
〉
)
。

こ
の
問
題
は
、

む
し
ろ
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
も
奪
わ
れ
な
い
構
成
員
の
固
有
権
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
政
党
な
ど
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
は
、
「
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
の
推
進
、
特
定
の
公
職
の
候
補
者
の
推
薦
等

の
た
め
、
金
員
の
寄
付
を
含
む
広
範
囲
な
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
た
政
治
団
体
」
で
あ
っ
て
、
「
こ
れ
ら
の
団
体

に
金
員
の
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
に
密
接
に
つ
な
が
る
問
題
」
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も

の
」
と
し
て
、
構
成
員
「
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄

で
あ
る
」
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
営
利
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
中
間
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
公
益
法
人
の
場
合
で
あ
ろ
う

と
、
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
構
成
員
に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
構
成
員
の
固
有
権
の
問
題
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
は
、
原
則
的
に
は
、
投
票
す
る
権
利
を
有
す
る
構
成
員
に
の
み
帰
属

す
る
の
で
あ
っ
て
法
人
に
は
帰
属
し
な
い
の
で
あ
り
(
例
外
的
に
構
成
員
の
投
票
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
形
で
法
人
が
政
治
献
金
で
き

る
場
合
に
つ
い
て
は
後
述
)
、
し
か
も
、
参
政
権
に
つ
ら
な
る
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
は
多
数
決
原
理
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に
よ
っ
て
も
奪
わ
れ
な
い
構
成
員
の
固
有
権
に
あ
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
政
治
献
金
を
、
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
団
体
の
財
産
か

ら
支
出
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
い
ず
れ
も
構
成
員
の
固
有
権
を
侵
害
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
一
体
論
）
。
こ
の
点
に
つ
き
、
労

働
組
合
の
政
治
献
金
を
、
組
合
基
金
か
ら
支
出
す
る
場
合
は
許
さ
れ
る
が
、
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
組
合
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
す

る
場
合
は
許
さ
れ
な
い
（
分
離
論
）
と
し
た
国
労
広
島
地
方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。
し
か
し
、
①
支
出
に
不
足
す
る
団
体

財
産
の
補
充
の
た
め
に
会
費
の
追
加
徴
収
が
臨
時
に
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組
合
基
金
と
臨
時
組
合
費
は
不
可
分
一

体
で
あ
る
と
み
る
べ
き
こ
と
、
②
団
体
財
産
か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
な
る
と
、
会
費
名
目
で
直
接
の
政
治
献
金
を
強
制
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
、
③
構
成
員
が
会
費
を
支
払
う
場
合
、
そ
れ
が

政
治
献
金
に
流
用
さ
れ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
流
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
反
対
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
そ
う
し
た
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④
分
離
論
を
採
用
し
た
判
例
の
調
査
官
解
説
は
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体

化
が
生
じ
た
か
否
か
の
基
準
で
両
者
の
結
論
の
差
異
を
正
当
化
す
る
が
（
佐
藤
繁
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
〇
年
度
五

六
事
件
評
釈
〈
法
曹
会
、
昭
五
四
〉
）
、
毎
年
同
じ
政
党
に
政
治
献
金
を
し
て
い
る
団
体
が
会
費
を
徴
収
し
そ
の
団
体
財
産
か
ら
そ
の
政

党
に
政
治
献
金
す
る
場
合
は
、
会
費
の
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き
政
治
献
金

を
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
場
合
と
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
く
、
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体
化
が
生
じ
た
か
否
か
で
両
者
の
結
論
の
差

異
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
分
離
論
は
妥
当
と
い
え
ず
、
一
体
論
に
立
つ
べ
き
で
あ
る

（
分
離
論
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
蟻
川
恒
正
「
思
想
の
自
由
と
団
体
規
律
」
ジ
ュ
リ
一
〇
八
九
号
二
〇
三
頁
以
下
〈
平
八
〉
、
長

谷
部
恭
男
『
憲
法
』
二
二
〇
頁
〈
新
世
社
、
平
八
〉
）
。
従
っ
て
、
政
治
献
金
が
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強

に
よ
っ
て
も
奪
わ
れ
な
い
構
成
員
の
固
有
権
に
あ
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
政
治
献
金
を
、
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
団
体
の
財
産
か

ら
支
出
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、

い
ず
れ
も
構
成
員
の
固
有
権
を
侵
害
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

(
一
体
論
)
。
こ
の
点
に
つ
き
、
労

働
組
合
の
政
治
献
金
を
、
組
合
基
金
か
ら
支
出
す
る
場
合
は
許
さ
れ
る
が
、
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
組
合
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
す

る
場
合
は
許
さ
れ
な
い

(
分
離
論
)

と
し
た
国
労
広
島
地
方
本
部
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。
し
か
し
、
①
支
出
に
不
足
す
る
団
体

財
産
の
補
充
の
た
め
に
会
費
の
追
加
徴
収
が
臨
時
に
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組
合
基
金
と
臨
時
組
合
費
は
不
可
分
一

体
で
あ
る
と
み
る
べ
き
こ
と
、
②
団
体
財
産
か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
な
る
と
、
会
費
名
目
で
直
接
の
政
治
献
金
を
強
制
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
、
③
構
成
員
が
会
費
を
支
払
う
場
合
、

そ
れ
が

政
治
献
金
に
流
用
さ
れ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

ま
た
流
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
反
対
す
る
機
会
を
与
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
そ
う
し
た
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④
分
離
論
を
採
用
し
た
判
例
の
調
査
官
解
説
は
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体
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化
が
生
じ
た
か
否
か
の
基
準
で
両
者
の
結
論
の
差
異
を
正
当
化
す
る
が

(
佐
藤
繁
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五

0
年
度
五

六
事
件
評
釈
〈
法
曹
会
、
昭
五
四
〉
)
、
毎
年
同
じ
政
党
に
政
治
献
金
を
し
て
い
る
団
体
が
会
費
を
徴
収
し
そ
の
団
体
財
産
か
ら
そ
の
政

党
に
政
治
献
金
す
る
場
合
は
、
会
費
の
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き
政
治
献
金

を
個
別
に
強
制
徴
収
す
る
場
合
と
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
く
、
拠
出
者
と
政
治
的
信
条
の
一
体
化
が
生
じ
た
か
否
か
で
両
者
の
結
論
の
差

異
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
分
離
論
は
妥
当
と
い
え
ず
、

一
体
論
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
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(
分
離
論
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
蟻
川
恒
正
「
思
想
の
自
由
と
団
体
規
律
」
ジ
ュ
リ
一

O
八
九
号
二

O
三
頁
以
下
〈
平
八
〉
、
長

谷
部
恭
男
『
憲
法
』
二
二

O
頁
〈
新
世
社
、
平
八
〉
)
。
従
っ
て
、
政
治
献
金
が
徴
収
決
議
に
基
づ
い
て
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強
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制
徴
収
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
団
体
の
財
産
か
ら
支
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
公
益
法
人
で
あ
ろ
う
と
中
間
法
人
で
あ
ろ
う
と
営
利
法
人
で

あ
ろ
う
と
参
政
権
に
つ
ら
な
る
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
と
い
う
固
有
権
を
侵
害
す
る
か
ら
、
法
人
の
目

的
の
範
囲
外
と
な
る
と
解
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
構
成
員
の
固
有
権
を
侵
害
し
な
い
方
法
で
法
人
が
政
治
献
金
を
行
う
場
合
に
は
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
と
解
し
て
よ

い
。
こ
う
し
た
場
合
と
し
て
は
、
傾
向
企
業
が
政
治
献
金
を
行
う
場
合
な
い
し
は
法
人
の
構
成
員
全
員
が
政
治
献
金
に
賛
成
し
て
法
人

が
献
金
を
行
う
場
合
や
、
法
人
の
構
成
員
か
ら
政
治
献
金
を
行
う
た
め
の
任
意
の
寄
付
を
徴
収
し
、
そ
の
協
力
を
得
ら
れ
た
構
成
員
か

ら
得
た
金
額
を
法
人
が
献
金
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
を

侵
害
し
な
い
の
で
、
例
外
的
に
法
人
の
政
治
献
金
を
認
め
て
よ
い
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
と
い
う
問
題

は
、
法
人
の
自
主
的
な
多
数
決
原
理
に
よ
る
意
思
決
定
に
よ
っ
て
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
問
題
で
あ
り
、
団
体
財
産
か
ら
支
出
さ

れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
い
っ
た
寄
付

に
協
力
し
な
い
自
由
（
こ
れ
を
仮
に
信
条
と
い
っ
た
と
し
て
も
、
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
と

同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
）
を
構
成
員
の
固
有
権
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
固
有
権
侵
害
は
生
ぜ
ず
法
人
の

目
的
の
範
囲
内
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
t
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
i
」

山
院
三
八
号
三
〇
三
頁
〈
平
九
〉
参
照
）
。

　
本
判
決
は
、
固
有
権
侵
害
と
な
ら
な
い
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
公
益
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
し
た
点
で
、
不
当
な
判
決
と
考
え

る
。
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制
徴
収
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
団
体
の
財
産
か
ら
支
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
公
益
法
人
で
あ
ろ
う
と
中
間
法
人
で
あ
ろ
う
と
営
利
法
人
で

あ
ろ
う
と
参
政
権
に
つ
ら
な
る
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
と
い
う
固
有
権
を
侵
害
す
る
か
ら
、
法
人
の
自
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的
の
範
囲
外
と
な
る
と
解
す
る
。

も
っ
と
も
、
構
成
員
の
固
有
権
を
侵
害
し
な
い
方
法
で
法
人
が
政
治
献
金
を
行
う
場
合
に
は
、
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
と
解
し
て
よ

い
。
こ
う
し
た
場
合
と
し
て
は
、
傾
向
企
業
が
政
治
献
金
を
行
う
場
合
な
い
し
は
法
人
の
構
成
員
全
員
が
政
治
献
金
に
賛
成
し
て
法
人

が
献
金
を
行
う
場
合
や
、
法
人
の
構
成
員
か
ら
政
治
献
金
を
行
う
た
め
の
任
意
の
寄
付
を
徴
収
し
、

そ
の
協
力
を
得
ら
れ
た
構
成
員
か

ら
得
た
金
額
を
法
人
が
献
金
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
構
成
員
の
投
票
の
自
由
ひ
い
て
は
政
治
的
信
条
の
自
由
を

侵
害
し
な
い
の
で
、
例
外
的
に
法
人
の
政
治
献
金
を
認
め
て
よ
い
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
、
地
域
社
会
へ
の
財
産
上
の
奉
仕
、
各
種
福
祉
事
業
へ
の
資
金
面
で
の
協
力
と
い
う
問
題

は
、
法
人
の
自
主
的
な
多
数
決
原
理
に
よ
る
意
思
決
定
に
よ
っ
て
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
問
題
で
あ
り
、
団
体
財
産
か
ら
支
出
さ

れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
徴
収
決
議
に
基
づ
き
団
体
の
構
成
員
か
ら
個
別
に
強
制
徴
収
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
い
っ
た
寄
付

に
協
力
し
な
い
自
由
(
こ
れ
を
仮
に
信
条
と
い
っ
た
と
し
て
も
、
「
投
票
の
自
由
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
「
政
治
献
金
の
自
由
」
と

同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
)
を
構
成
員
の
固
有
権
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
固
有
権
侵
害
は
生
ぜ
ず
法
人
の

目
的
の
範
囲
内
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
l
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
i
」

山
院
三
八
号
三

O
三
頁
〈
平
九
〉
参
照
)
。

本
判
決
は
、
固
有
権
侵
害
と
な
ら
な
い
災
害
救
援
資
金
の
寄
付
を
公
益
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
し
た
点
で
、
不
当
な
判
決
と
考
え

る



追
記
　
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
三
八
号
の
拙
稿
「
法
人
の
目
的
の
範
囲
－
政
治
献
金
は
法
人
の
権
利
能
力
の
範
囲
内
か
ー
」
に
お
い

て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
鈴
木
竹
雄
先
生
の
名
前
が
一
部
「
鈴
木
武
雄
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
右
論
文
脱
稿
後
、
新
た
に
税
理
士
会
の
政
治
献
金
に
関
す
る
論
文
、
判
例
解
説
が
入
手
で
き
ま
し
た
の
で
、
本
稿
に
お
い

て
、
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
と
す
る
見
解
及
び
税
理
士
会
の
政
治
献
金
を
法
人
の
目
的
の
範
囲
外
と
す
る
見

解
を
、
追
加
し
て
整
理
し
た
こ
と
を
付
記
い
た
し
ま
す
。
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